
５ 支援体制の構築 
（１） コンソーシアム（学校運営協議会）  

令和元年度 12 月に、本校「魅力化推進協議会」を前身とする県下県立高校初の「学校運

営協議会（コミュニティ・スクール）」を発足し、備前市・赤磐市・和気町を本校の地域

と捉え、各自治体の首長と教育長、商工会議所や商工会、PTA、同窓会それぞれの長や大

学教授など各界の代表 15 名の方に委員を委嘱している。この３年間の研究指定では、組織

の実効性を伴うために、下部組織として小中高接続、産学官連携、高大接続という３つの

部会を置いた。   
●目的・目標 

保護者や地域住民等が委員となり、学校運営や運営への必要な支援に関する協議をす

る。地域に根差した教育活動を円滑に行えるよう、コンソーシアムを活用して地域資源（人・

モノ・カネ・情報）の協力支援を求める。   
●内容 
メンバー（五十音順、敬称略）  

内山  登  岡山県立和気閑谷高等学校同窓会 会長  

川上 健二  和気商工会 会長  

草加 信義  和気町 町長  

國友 道一  特別史跡旧閑谷学校顕彰保存会 理事長  

小林 雅代  岡山県立和気閑谷高等学校ＰＴＡ 会長  

髙旗 浩志  岡山大学教師教育開発センター 副センター長 教授  

寺尾 俊郎  備前商工会議所 会頭  

土井原  康文  赤磐市教育委員会 教育長  

徳永 昭伸  和気町教育委員会 教育長  

友實 武則  赤磐市 市長  

中原 哲哉  赤磐商工会 副会長  

藤岡 隆幸  岡山県立和気閑谷高等学校 校長  

松畑 熙一  備前市教育委員会 教育長  

横山 忠彦  備前東商工会 会長  

𠮷𠮷村 武司  備前市 市長  

スケジュール  

日 行事  内容（主な議事）  

７月書面  第１回会議  ・学校経営計画と予算の承認 ・ｽｸｰﾙ･ﾎﾟﾘｼｰの策定について  

12 月 21 日  第２回会議  ・一人一台端末活用場面の授業参観 ・学校評価中間報告 

２月予定  第３回会議  ・学校関係者評価 ・次年度の学校経営計画  

５ 支援体制の構築 
（１） コンソーシアム（学校運営協議会）  

令和元年度 12 月に、本校「魅力化推進協議会」を前身とする県下県立高校初の「学校運

営協議会（コミュニティ・スクール）」を発足し、備前市・赤磐市・和気町を本校の地域

と捉え、各自治体の首長と教育長、商工会議所や商工会、PTA、同窓会それぞれの長や大

学教授など各界の代表 15 名の方に委員を委嘱している。この３年間の研究指定では、組織

の実効性を伴わせるために、下部組織として小中高接続、産学官連携、高大接続という３

つの部会を置いた。   
●目的・目標 

保護者や地域住民等が委員となり、学校運営や運営への必要な支援に関する協議をす

る。地域に根差した教育活動を円滑に行えるよう、コンソーシアムを活用して地域資源（人・

モノ・カネ・情報）の協力支援を求める。   
●内容 
メンバー（五十音順、敬称略）  

内山  登  岡山県立和気閑谷高等学校同窓会 会長  

川上 健二  和気商工会 会長  

草加 信義  和気町 町長  

國友 道一  特別史跡旧閑谷学校顕彰保存会 理事長  

小林 雅代  岡山県立和気閑谷高等学校ＰＴＡ 会長  

髙旗 浩志  岡山大学教師教育開発センター 副センター長 教授  

寺尾 俊郎  備前商工会議所 会頭  

土井原  康文  赤磐市教育委員会 教育長  

徳永 昭伸  和気町教育委員会 教育長  

友實 武則  赤磐市 市長  

中原 哲哉  赤磐商工会 副会長  

藤岡 隆幸  岡山県立和気閑谷高等学校 校長  

松畑 熙一  備前市教育委員会 教育長  

横山 忠彦  備前東商工会 会長  

𠮷𠮷村 武司  備前市 市長  

スケジュール  

日 行事  内容（主な議事）  

７月書面  第１回会議  ・学校経営計画と予算の承認 ・ｽｸｰﾙ･ﾎﾟﾘｼｰの策定について  

12 月 21 日  第２回会議  ・一人一台端末活用場面の授業参観 ・学校評価中間報告 

３月 25 日  第３回会議  ・学校関係者評価 ・次年度の学校経営計画  
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第１回会議 ＜スクール・ポリシーの策定について主な意見＞  

①これからの地域社会にいてほしい人間像：地域社会・課題への関心を持つ、主体的に関

わる、変化への適応力や、柔軟性がある、他者への寛容、貢献の姿勢をもつ、協働でき

る、自分を大切にする、自己肯定感  

②高校卒業時点までに育ってほしい人間像：学習する人、学習意欲を持つ、思考・判断力、

問題解決力（への意欲）、社会性（社会規範意識、社会／地域参画意識）、自己の尊重、

個性の確立、レジリエンス  

第２回会議 ＜学校経営計画の中間評価について主な意見＞  

・特別な支援を必要とする中学生保護者のニーズは高く、高校教育で選択肢の受け皿を増

やしてほしい。少人数授業で個に応じた教育をしていることをしっかり発信してはどうか。 

・出口対策が入学対策になるという視点が弱い。出口の仕組みを作り、宣伝してはどうか。 

・戦略が大事。他校の実例など、みんなで語り合えるような、みんなで前に行けるような

会議に変えた方が良い。また、様々な立場の委員から意見を引き出せるような会議に。  

・学校をよくするためには生徒も他から見られているということは気にしなければいけな

い。生徒の姿を見て、ここに入りたいと思う子どもが増えなければ意味はない。 

・丁寧な対応が社会全体で求められている。放課後の補習や、励ましの声かけ、面談の繰

り返しといった丁寧な指導をアピールしていってはどうか。  

・色々なところに和気閑谷高校が頑張っていることを宣伝したい。資料を見ると着実に成

果は上げている。どのように成果を上げたかという分析が必要。  

・「中学時代には前面に出られなかった生徒が活躍できる」という場面が、総合的な学習

の時間も含めてある。  

・ICT 活用の授業見学をして、本時の目標が示されて、問いをもとに意図した授業をして

いる。先進校として、和気閑谷モデルを示してほしい。  

●検証（取組による成果と課題） 
２市１町を中心とした学校運営協議会の設置やコーディネーターの配置により、地域の

様々な資源とつながる魅力的なカリキュラムづくりを行うことができた。その結果、生徒

の主体性・自己肯定感の上昇がアンケート結果からも見られる。（「７つのチカラアンケ

ート」、「高校魅力化評価システム」より）  

その一方で、学校運営協議会をさらに有機的に運営することや、コーディネーターの雇

用維持、関わりの強化を行い、魅力的なカリキュラムの継続・改善をはかって、地域・学

校・生徒・保護者などステークホルダー全体の満足度を向上させていくことが課題である。 

近年、生徒数の減少という問題に直面しており、本校で学ぶことの魅力を地域にどう伝

えていくかが問われる。コンソーシアムを核に、学校と地域が一体となり、まずは現在在

学している生徒の生き生きとした学びと進路保障に尽力し、本校が地域にとってなくては

ならない学校であるという証明を、生徒の姿から発信していきたいと考える。より地域に

密接した活動を続けて、地域ニーズを反映した、選ばれる学校にしていきたい。  

第１回会議 ＜スクール・ポリシーの策定について主な意見＞  

①これからの地域社会にいてほしい人間像：地域社会・課題への関心を持つ、主体的に関

わる、変化への適応力や、柔軟性がある、他者への寛容、貢献の姿勢をもつ、協働でき

る、自分を大切にする、自己肯定感  

②高校卒業時点までに育ってほしい人間像：学習する人、学習意欲を持つ、思考・判断力、

問題解決力（への意欲）、社会性（社会規範意識、社会／地域参画意識）、自己の尊重、

個性の確立、レジリエンス  

第２回会議 ＜学校経営計画の中間評価について主な意見＞  

・特別な支援を必要とする中学生保護者のニーズは高く、高校教育で選択肢の受け皿を増

やしてほしい。少人数授業で個に応じた教育をしていることをしっかり発信してはどうか。 

・出口対策が入学対策になるという視点が弱い。出口の仕組みを作り、宣伝してはどうか。 

・戦略が大事。他校の実例など、みんなで語り合えるような、みんなで前に行けるような

会議に変えた方が良い。また、様々な立場の委員から意見を引き出せるような会議に。  

・学校をよくするためには生徒も他から見られているということは気にしなければいけな

い。生徒の姿を見て、ここに入りたいと思う子どもが増えなければ意味はない。 

・丁寧な対応が社会全体で求められている。放課後の補習や、励ましの声かけ、面談の繰

り返しといった丁寧な指導をアピールしていってはどうか。  

・色々なところに和気閑谷高校が頑張っていることを宣伝したい。資料を見ると着実に成

果は上げている。どのように成果を上げたかという分析が必要。  

・「中学時代には前面に出られなかった生徒が活躍できる」という場面が、総合的な学習

の時間も含めてある。  

・ICT 活用の授業見学をして、本時の目標が示されて、問いをもとに意図した授業をして

いる。先進校として、和気閑谷モデルを示してほしい。  

●検証（取組による成果と課題） 
２市１町を中心とした学校運営協議会の設置やコーディネーターの配置により、地域の

様々な資源とつながる魅力的なカリキュラムづくりを行うことができた。その結果、生徒

の主体性・自己肯定感の上昇がアンケート結果からも見られる。（「７つのチカラアンケ

ート」、「高校魅力化評価システム」より）  

その一方で、学校運営協議会をさらに有機的に運営することや、コーディネーターの雇

用維持、関わりの強化を行い、魅力的なカリキュラムの継続・改善をはかって、地域・学

校・生徒・保護者などステークホルダー全体の満足度を向上させていくことが課題である。 

近年、生徒数の減少という問題に直面しており、本校で学ぶことの魅力を地域にどう伝

えていくかが問われる。コンソーシアムを核に、学校と地域が一体となり、まずは現在在

学している生徒の生き生きとした学びと進路保障に尽力し、本校が地域にとってなくては

ならない学校であるという証明を、生徒の姿から発信していきたいと考える。より地域に

密接した活動を続けて、地域ニーズを反映した、選ばれる学校にしていきたい。  
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（２） 小中高接続部会   
●目的・目標 
①小中高の 12 年間で地域が抱える課題に向き合い、定期的にその課題解決について深く

考える習慣を身につけることで、将来的に持続可能なまちづくりに貢献できるリーダー

を育成する。  

②様々な校種の生徒と交わり、活発な意見交換を行い、考えを一つにまとめようとする過

程を通して論理的思考を身につける。  

③教育課程外に、和気閑谷の高校生が学びの機会や出会いの交差点となり、小・中学校と

地域の方々との交流の場を提供、斡旋する。  

 

●内容 
メンバー（順不同、敬称略）  

 

スケジュール  

日 行事  内容（主な議事）  

５月 13 日  第１回小中高接続部会  

・委員の紹介及び本年度の活動予定  

※オンライン開催  

12 月 24 日  第２回小中高接続部会  

・本年度の活動報告と来年度以降へ向けた提案、

意見伺い  

※書面にて開催  

２月末頃  

（予定）  

第３回小中高接続部会  

 

・来年度以降の在り方のブラッシュアップ  

※オンライン開催予定  

 

 

和気町立和気中学校校長 藤原 文明  和気閑谷高校校長  藤岡 隆幸  

和気町立佐伯中学校校長 松井 啓子  教  頭  久常 宏栄  

赤磐市立桜が丘中学校校長  村松 敦  事 務 長  神田 明夫  

赤磐市立吉井中学校校長 青山 利明  主幹教諭  福田 浩司  

備前市立三石中学校校長 小郷 康弘  企画主任（教諭）  安東 真美  

備前市立吉永中学校校長 木村 俊一  部会主担当（教諭）  柴谷 祐人  

和気町立和気小学校校長 森 尚紀  

地域協働学習実施支援員

（支援職員）  

松穂 亜花音  

（２） 小中高接続部会   
●目的・目標 
①小中高の 12 年間で地域が抱える課題に向き合い、定期的にその課題解決について深く

考える習慣を身につけることで、将来的に持続可能なまちづくりに貢献できるリーダー

を育成する。  

②様々な校種の生徒と交わり、活発な意見交換を行い、考えを一つにまとめようとする過

程を通して論理的思考を身につける。  

③教育課程外に、和気閑谷の高校生が学びの機会や出会いの交差点となり、小・中学校と

地域の方々との交流の場を提供、斡旋する。  

 

●内容 
メンバー（順不同、敬称略）  

 

スケジュール  

日 行事  内容（主な議事）  

５月 13 日  第１回小中高接続部会  

・委員の紹介及び本年度の活動予定  

※オンライン開催  

12 月 24 日  第２回小中高接続部会  

・本年度の活動報告と来年度以降へ向けた提案、

意見伺い  

※書面開催  

３月２日  第３回小中高接続部会  

・来年度以降の在り方のブラッシュアップ  

※オンライン開催  

 

 

和気町立和気中学校校長 藤原 文明  和気閑谷高校校長  藤岡 隆幸  

和気町立佐伯中学校校長 松井 啓子  教  頭  久常 宏栄  

赤磐市立桜が丘中学校校長  村松 敦  事 務 長  神田 明夫  

赤磐市立吉井中学校校長 青山 利明  主幹教諭  福田 浩司  

備前市立三石中学校校長 小郷 康弘  企画主任（教諭）  安東 真美  

備前市立吉永中学校校長 木村 俊一  部会主担当（教諭）  柴谷 祐人  

和気町立和気小学校校長 森 尚紀  

地域協働学習実施支援員

（支援職員）  

松穂 亜花音  
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Ⅰ 生徒間交流 

① 部活動交流－バスケットボール部  

【１日目  ７月 30 日（金）、２日目 10 月 30 日（土）、３日目 11 月 13 日（土）】 

場 所：和気閑谷高等学校 

参加者：和気中学校生徒 15 名程度 和気閑谷高等学校生徒９名 

    伊里中学校生徒 ６名 ※３日目のみ参加 

② 放課後学習支援（継続実施） 

佐伯中学校  【５月 12 日（水）～11 月 17 日（水）までに計４回】 

和気中学校  【６月 28 日（月）～11 月 15 日（月）までに計６回】 

場 所：佐伯中学校、和気中学校 

 

Ⅱ 教員間交流 

① 出前授業の実施              

10 月 20 日（水） 場所：桜が丘中学校 

対象：中学３年生 

科目：商業 

10 月 21 日（木） 場所：桜が丘中学校 

対象：中学２年生 

科目：商業・日本史                           

12 月 ３日（金） 場所：佐伯中学校 

対象：中学２年生 

科目：商業  
●会議での意見 
①  学校間交流に活用できそうな地域行事または学校行事を教えてください。 

陸上運動講習会、文化祭・体育祭への小中学生の招待（販売の参加）、さえき夏祭り、

マナー講座、高校生と語る会、マラソン大会、放課後学習、入試前の面接指導、「新聞」

を使った出前講座、地域学・閑谷学の出前講座、各部活動の指導講座、「総合的な学習

の時間」における単元「キャリア探究」、リーダー研修会（できれば企画から）、さく

ら祭、西地区各丁目ごとの秋祭、吉永サマーフェスタ 

② ラインナップとして希望される講座やワークショップなどを教えてください。 

各校の教員の相談先のリストを作成による気軽な電話（教材研究の相談等）、面接指

導、商業系の授業、総合学習「キャリア探究」、地域行事へのリソース・ノウハウの

サポート 

その他意見 

・土日など休日に、小中学生を和気高に集め、高校生が指導する。 

・対象とする「地域」を広げて検討できないか。たとえば、和気と赤磐の町おこし協力隊

員がコラボできると、新たな活動を創造できる。 

Ⅰ 生徒間交流 

① 部活動交流－バスケットボール部  

【１日目  ７月 30 日（金）、２日目 10 月 30 日（土）、３日目 11 月 13 日（土）】 

場 所：和気閑谷高等学校 

参加者：和気中学校生徒 15 名程度 和気閑谷高等学校生徒９名 

    伊里中学校生徒 ６名 ※３日目のみ参加 

② 放課後学習支援（継続実施） 

佐伯中学校  【５月 12 日（水）～12 月 22 日（水）までに計５回】 

和気中学校  【６月 28 日（月）～12 月 13 日（月）までに計８回】 

場 所：佐伯中学校、和気中学校 

 

Ⅱ 教員間交流 

① 出前授業の実施              

10 月 20 日（水） 場所：桜が丘中学校 

対象：中学３年生 

科目：商業 

10 月 21 日（木） 場所：桜が丘中学校 

対象：中学２年生 

科目：商業・日本史                            

12 月 ３日（金） 場所：佐伯中学校 

対象：中学２年生 

科目：商業  
●会議での意見 
① 学校間交流に活用できそうな地域行事または学校行事を教えてください。 

陸上運動講習会、文化祭・体育祭への小中学生の招待（販売の参加）、さえき夏祭り、

マナー講座、高校生と語る会、マラソン大会、放課後学習、入試前の面接指導、「新聞」

を使った出前講座、地域学・閑谷學の出前講座、各部活動の指導講座、「総合的な学習

の時間」における単元「キャリア探究」、リーダー研修会（できれば企画から）、さく

ら祭、西地区各丁目ごとの秋祭り、吉永サマーフェスタ 

② ラインナップとして希望される講座やワークショップなどを教えてください。 

各校の教員の相談先のリストを作成による気軽な電話（教材研究の相談等）、面接指

導、商業系の授業、総合学習「キャリア探究」、地域行事へのリソース・ノウハウの

サポート 

その他意見 

・土日など休日に、小中学生を和気高に集め、高校生が指導する。 

・対象とする「地域」を広げて検討できないか。たとえば、和気と赤磐の地域おこし協力

隊員がコラボできると、新たな活動を創造できる。 
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（３） 産学官連携部会 

 

●目的・目標 

「産学官連携部会」は『恕』の精神を持って地域と協働する探究人の包括的育成を目

指して、地域振興の担い手育成に向けた実践と和気高版デュアルシステムカリキュラ

ム開発を２つの柱として指定後３年目の活動を行う。 

●内容 

メンバー（順不同・敬称略） 

備前市市長公室企画課長 桑原 淳司 和気閑谷高校校長 藤岡 隆幸 

備前市教委教育部文化振興課長 畑下 昌代 教  頭 久常 宏栄 

備前商工会議所専務理事事務局長 西角 友彰 事 務 長 神田 明夫 

備前東商工会支援課長 石井 宏幸 主幹教諭 福田 浩司 

赤磐市総合政策部政策推進課主査 直原 真弓 企画主任（教諭） 安東 真美 

赤磐市教育委員会学校教育課長 家森 康彰 部会主担当（教諭） 赤畠 真一 

赤磐商工会事務局長 竹並 義人 カリキュラム開発等専門家 梅村 竜矢 

和気町まち経営課長 寺尾 純一 カリキュラム開発等専門家 江森真矢子 

和気町教委社会教育課長 鈴木 健治   

和気商工会支援課長 出射 弘貴   

NPO 和気サンシュユの会理事長 定國 誠也   

和気金融協議会長 太田  実   

スケジュール 

日 行事  内容（主な議事）  

6 月 25 日  第１回産学官連携部会  「地域協働探究」について（就業体験実習の見学） 

11 月 30 日  第２回産学官連携部会  「地域協働探究」について（授業見学）  

2 月末頃  

（予定）  

第３回産学官連携部会  

３年間の産学官連携部会の取組の総括  

第１回産学官連携部会 

（ア）科目「地域協働探究」の就業体験実習先見学 

参加委員 11 名が２班に分かれて町内実習先３箇所を巡回した。 

（イ）座談会 

・今年度の産学官連携部会の在り方 

・新科目「地域協働探究」について 

・２年次生の就業体験実習について 

・閑谷學（１年次バスツアー等）について 

（３） 産学官連携部会 

 

●目的・目標 

「産学官連携部会」は「恕」の精神を持って地域と協働する探究人の包括的育成を目

指して、地域振興の担い手育成に向けた実践と和気高版デュアルシステムカリキュラ

ム開発を２つの柱として指定後３年目の活動を行う。 

●内容 

メンバー（順不同・敬称略） 

備前市市長公室企画課長 桑原 淳司 和気閑谷高校校長 藤岡 隆幸 

備前市教委教育部文化振興課長 畑下 昌代 教  頭 久常 宏栄 

備前商工会議所専務理事事務局長 西角 友彰 事 務 長 神田 明夫 

備前東商工会支援課長 石井 宏幸 主幹教諭 福田 浩司 

赤磐市総合政策部政策推進課主査 直原 真弓 企画主任（教諭） 安東 真美 

赤磐市教育委員会学校教育課長 家森 康彰 部会主担当（教諭） 赤畠 真一 

赤磐商工会事務局長 竹並 義人 カリキュラム開発等専門家 梅村 竜矢 

和気町まち経営課長 寺尾 純一 カリキュラム開発等専門家 江森真矢子 

和気町教委社会教育課長 鈴木 健治   

和気商工会支援課長 出射 弘貴   

NPO 和気サンシュユの会理事長 定國 誠也   

和気金融協議会長 太田  実   

スケジュール 

日 行事  内容（主な議事）  

６月 25 日  第１回産学官連携部会  「地域協働探究」について（就業体験実習の見学） 

11 月 30 日  第２回産学官連携部会  「地域協働探究」について（授業見学）  

３月４日  第３回産学官連携部会  

３年間の産学官連携部会の取組の総括  

※オンライン開催  

第１回産学官連携部会 

（ア）科目「地域協働探究」の就業体験実習先見学 

参加委員 11 名が２班に分かれて町内実習先３箇所を巡回した。 

（イ）座談会 

・今年度の産学官連携部会の在り方 

・新科目「地域協働探究」について 

・２年次生の就業体験実習について 

・閑谷學（１年次バスツアー等）について 
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第２回産学官連携部会 

（ア）科目「地域協働探究」の授業見学  場所：３－１、３－２の各ＨＲ 

（イ）座談会 

・和気閑谷高校の現状について 

・今年度の活動報告 

・今年度の進路状況（主として就職について） 

・今後の展望 

 

●検証（取組による成果と課題） 

・探究活動や課外活動等を通して地域と協働するために必要な資質、能力が身についた。 

・地域振興の担い手育成に向けた取り組みができた。 

・体験型の学びを通して様々な自信を身につけた。（体験を経験に変える力） 

・企業経営者との対談、海外からの技能実習生との交流を通して大人の考え方や異文化

に関する知識も身につけることができた。 

・１年生のバスツアーでは、グループワークやフィールドワークに取り組み地域（和気

町、赤磐市、備前市）のことを知る体験ができた。 

・コロナウイルス感染症の拡大により十分な実習に取り組むことはできなかったが、オ

ンラインと通して様々な職種で仕事をしている方々との話し合いの場を設定できた

のはよかった。また、外部での実習に代わり校内就業体験を行った。生徒は校内にも

いろいろな仕事があることを知ることができた。 

・特に「地域協働探究」選択者は、地域の方、企業の方のお力添えをいただきながら対

人関係能力を育むことができた。また、振り返りの時間では違う企業に行った生徒同

士が話しをする時間を設けた。ある生徒の「命がけで働いた」と言った言葉を聞いて

刺激を受けた生徒もいた。 

・和気閑谷高校の生徒を知ってもらう。また、地域の人の和気閑谷高校に対する意識改

革をする上でもよい取り組みだと思われる 

 

＜来年度に向けて＞ 

 ・お世話になった事業所の方を招いての発表会の実施 

 ・社会人講話の開催 

 ・地域貢献活動の充実（今年度は３年間お世話になった和気駅のかなり大規模な大掃除

の実施と和気駅構内に和気高校生のつぶやきの掲示板の設置） 

 ・就業体験実習先の代表という意識を持たせ振り返りを充実させる。 

 ・オンライン交流の可能性を探る（１対１） 

 ・協力事業所へただ学校から「お願いします」という関係から「まちのみんなで育てよ

う」という町を挙げたサポート体制が必要ではないか。 

第２回産学官連携部会 

（ア）科目「地域協働探究」の授業見学  場所：３－１、３－２の各ＨＲ 

（イ）座談会 

・和気閑谷高校の現状について 

・今年度の活動報告 

・今年度の進路状況（主として就職について） 

・今後の展望 

 

●検証（取組による成果と課題） 

・探究活動や課外活動等を通して地域と協働するために必要な資質、能力が身についた。 

・地域振興の担い手育成に向けた取組ができた。 

・体験型の学びを通して様々な自信を身につけた。（体験を経験に変える力） 

・企業経営者との対談、海外からの技能実習生との交流を通して大人の考え方や異文化

に関する知識も身につけることができた。 

・１年次生のバスツアーでは、グループワークやフィールドワークに取り組み、地域（和

気町、赤磐市、備前市）のことを知る体験ができた。 

・コロナウイルス感染症の拡大により十分な実習に取り組むことはできなかったが、オ

ンラインをとおして様々な職種で仕事をしている方々との話し合いの場を設定でき

たのはよかった。また、外部での実習に代わり校内就業体験を行った。生徒は校内に

もいろいろな仕事があることを知ることができた。 

・特に「地域協働探究」選択者は、地域の方、企業の方のお力添えをいただきながら対

人関係能力を育むことができた。また、振り返りの時間では、違う企業に行った生徒

同士が話しをする時間を設けた。ある生徒の「命がけで働いた」と言った言葉を聞い

て刺激を受けた生徒もいた。 

・和気閑谷高校の生徒を知ってもらう。また、地域の人の和気閑谷高校に対する意識改

革をする上でもよい取組だと思われる。 

 

＜来年度に向けて＞ 

 ・お世話になった事業所の方を招いての発表会の実施 

 ・社会人講話の開催 

 ・地域貢献活動の充実（今年度は３年間お世話になった和気駅のかなり大規模な大掃除

の実施と和気駅構内に和気高校生のつぶやきの掲示板の設置） 

 ・就業体験実習先の代表という意識を持たせ、振り返りを充実させる。 

 ・オンライン交流の可能性を探る。（１対１） 

 ・協力事業所へただ学校から「お願いします」という関係から「まちのみんなで育てよ

う」という町を挙げたサポート体制が必要ではないか。 
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（４） 高大接続部会 

 

●目的・目標 

「高大接続部会」は県内の大学との連携を図り、本校教育の質の向上への提言と、各教

科・科目や「閑谷學」における探究学習のさらなる充実を目指す。今後本校が持続的な発

展をしていく上で、閑谷學の高度化及び本校の目指す生徒の包括的育成を軸とし、本校に

とって必要なカリキュラムや教科の評価指標について協議する。 

 

●内容 

メンバー（順不同、敬称略） 

岡山大学教育学研究科准教授 宮本 浩治 和気閑谷高校校長 藤岡 隆幸 

全学教育・学生支援機構 准教授 吉川 幸 教  頭 久常 宏栄 

岡山商科大学経営学部商学科教授 三好 宏 事 務 長 神田 明夫 

山陽学園大学地域マネジメント学部学部長  大橋 和正 企画主任（教諭） 安東 真美 

中国学園大学 副学長 住野 好久 部会主担当（教諭） 岡本 安宜 

  カリキュラム開発等専門家 江森 真矢子 

 

スケジュール 

日 行事 内容（主な議事） 

7 月～9 月 第１回高大接続部会 

（書面開催）  

問いの設定および探究プロセスの高度化を目指し

た指導の在り方 

11 月 5 日 第２回高大接続部会 個別の生徒に対する今後のアプローチと２年次の

探究プロセスについて 

2 月末 

（予定） 

第３回高大接続部会 ３年間の高大接続部会の取組の総括 

 

 

第１回高大接続部会 

 ３年次生３人の発表動画、教員所見を資料として①問いの設定②探究のプロセスについ

て協議を行った。 

＜意見の一部＞ 

・ 「不登校」や「養護教諭と不登校」といった一般的テーマでなく、「不登校気味の弟」

という具体的で個別的な対象に限定し、当事者としてこの問題に取り組むかという

問いの設定が良い 

・ 探究学習の問いのあり方については、一つ決める場合でも、細かいテーマからではな

く、自分で関心のある大きなテーマから始めるのが良い。広く調べてみて、そこから

（４） 高大接続部会 

 

●目的・目標 

「高大接続部会」は県内の大学との連携を図り、本校教育の質の向上への提言と、各教

科・科目や「閑谷學」における探究学習のさらなる充実を目指す。今後本校が持続的な発

展をしていく上で、閑谷學の高度化及び本校の目指す生徒の包括的育成を軸とし、本校に

とって必要なカリキュラムや教科の評価指標について協議する。 

 

●内容 

メンバー（順不同、敬称略） 

岡山大学教育学研究科准教授 宮本 浩治 和気閑谷高校校長 藤岡 隆幸 

全学教育・学生支援機構 准教授 吉川 幸 教  頭 久常 宏栄 

岡山商科大学経営学部商学科教授 三好 宏 事 務 長 神田 明夫 

山陽学園大学地域マネジメント学部学部長  大橋 和正 企画主任（教諭） 安東 真美 

中国学園大学 副学長 住野 好久 部会主担当（教諭） 岡本 安宜 

  カリキュラム開発等専門家 江森 真矢子 

 

スケジュール 

日 行事 内容（主な議事） 

７月～９月 第１回高大接続部会 

 

問いの設定および探究プロセスの高度化を目指し

た指導の在り方  ※書面開催  

11 月５日 第２回高大接続部会 個別の生徒に対する今後のアプローチと２年次の

探究プロセスについて（授業見学） 

３月４日 第３回高大接続部会 
３年間の高大接続部会の取組の総括 

※オンライン開催 

 

第１回高大接続部会 

 ３年次生３人の発表動画、教員所見を資料として①問いの設定②探究のプロセスについ

て協議を行った。 

＜意見の一部＞ 

・ 「不登校」や「養護教諭と不登校」といった一般的テーマでなく、「不登校気味の弟」

という具体的で個別的な対象に限定し、当事者としてこの問題に取り組むかという

問いの設定が良い 

・ 探究学習の問いのあり方については、一つ決める場合でも、細かいテーマからではな

く、自分で関心のある大きなテーマから始めるのが良い。広く調べてみて、そこから
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自分の興味のあるポイントに少しずつ絞っていくことが理想である。 

・ 問いの段階として「考えて分かる問い」「調べて分かる問い」「調べて考えてやってみ

て分かる問い」という段階的な指導が良い。 

・ 探究動機から調査テーマに至った経緯、ないしはその過程をもう少し丁寧に説明す

ることが必要である。 

・ 興味のあることから掘り下げるようになっているのは良い。その前提として「興味」

をどのように見つけるのか。例えば「養護教諭になりたい」という気持ちを、生徒は

いつ見つけるのか。閑谷學として、興味を広げたり、気づいたりする取り組みを強調

する必要がある。 

・ 先行研究の問い直しをより重視し、「真に価値のある課題の設定」を目指すべきだと

思います。そうした観点から「探究学習の学びの軌跡」「ポートフォリオ」などの活

用と振り返りが必要である。 

・  
 第２回高大接続部会 

  ２年次生の閑谷學の授業見学を行い、個別と全体の視点で協議を行った。 

＜意見の一部＞ 

・ 問いを言語化できていない。情報収集・整理で止まっている多くの生徒への足場架け

が必要である。 

・ ブラック校則、肌荒れといったテーマがあったが、子どもたちの視野が狭く探究の課

題になっていない。多面的に見させて、経験させて穴掘りの横幅を広げることが大切

である。 

・ アンケートについて、何を問う必要があって、どういう風に問うのかという設計が必

要である。 

・ 学科によって学びの質が異なるなら、クラスごとのカリキュラムにしたほうが良い。 

・ 教員からのコミュニケーションの均一化を図る必要がある。 

・ テーマを絞ってはどうか。世の中をよくするために「SDGｓ」に関連づける等、社会

にどう貢献するかで具体化できる。 

・ 課題解決のプロセスに慣れるための枠組みが必要に感じる。 

 

●検証（取組による成果と課題） 

  問いの立て方とその質の向上について、いただいたご意見から、教員が指導に活かせ

る知見として校内での共有が図れた。また、探究課程の随所において、教員からの問い

かけ、生徒同士の相互評価が重要であると再確認した。教員の指導の均一化を図るため

にも、校内研修などに力を注ぐ必要がある。 

自分の興味のあるポイントに少しずつ絞っていくことが理想である。 

・ 問いの段階として「考えて分かる問い」「調べて分かる問い」「調べて考えてやってみ

て分かる問い」という段階的な指導が良い。 

・ 探究動機から調査テーマに至った経緯、ないしはその過程をもう少し丁寧に説明す

ることが必要である。 

・ 興味のあることから掘り下げるようになっているのは良い。その前提として「興味」

をどのように見つけるのか。例えば「養護教諭になりたい」という気持ちを、生徒は

いつ見つけるのか。閑谷學として、興味を広げたり、気づいたりする取り組みを強調

する必要がある。 

・ 先行研究の問い直しをより重視し、「真に価値のある課題の設定」を目指すべきだと

思います。そうした観点から「探究学習の学びの軌跡」「ポートフォリオ」などの活

用と振り返りが必要である。 

 

 第２回高大接続部会 

  ２年次生の閑谷學の授業見学を行い、個別と全体の視点で協議を行った。 

＜意見の一部＞ 

・ 問いを言語化できていない。情報収集・整理で止まっている多くの生徒への足場架け

が必要である。 

・ ブラック校則、肌荒れといったテーマがあったが、子どもたちの視野が狭く探究の課

題になっていない。多面的に見させて、経験させて穴掘りの横幅を広げることが大切

である。 

・ アンケートについて、何を問う必要があって、どういう風に問うのかという設計が必

要である。 

・ 学科によって学びの質が異なるなら、クラスごとのカリキュラムにしたほうが良い。 

・ 教員からのコミュニケーションの均一化を図る必要がある。 

・ テーマを絞ってはどうか。世の中をよくするために「SDGs」に関連づける等、社会に

どう貢献するかで具体化できる。 

・ 課題解決のプロセスに慣れるための枠組みが必要に感じる。 

 

●検証（取組による成果と課題） 

  問いの立て方とその質の向上について、いただいたご意見から、教員が指導に活かせ

る知見として校内での共有が図れた。また、探究課程の随所において、教員からの問い

かけ、生徒同士の相互評価が重要であると再確認した。教員の指導の均一化を図るため

にも、校内研修などに力を注ぐ必要がある。 
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（５） 学習成果発表会   
●目的・目標 

令和元年度から令和３年度まで文部科学省より指定を受けた「地域との協働による高等

学校教育改革推進事業（地域魅力化型）」の総括として、生徒による地域協働活動の発表

や生徒と地域の方との対話をとおして、３年間の研究成果を報告する。 

 

●内容 
１ 日 時  令和４年２月１日（火）13：15～15：45 

２ 会 場  体育館（代表生徒によるステージ発表等を YouTube 配信）  

７教室（１年次生のグループ発表後、１・２年次生が YouTube 視聴） 

３ 内 容  【第１部】生徒発表  【第２部】高校生と地域の方との対話  

 

時間 ７教室

（13:10） （配信開始） 着席完了

13:15〜 開会 オンライン視聴

13:25〜 準備 発表時間 質疑時間 準備

13:30〜 生徒発表

【閑谷學・グループ探究】

１年 歴史・文化ゼミ

「大國家グループ」

５分 ５分 １回目発表

13:40〜 準備 （2年生教室移動）

13:45〜 生徒発表

【閑谷學・グループ探究】

１年 ビジネスゼミ

「古⺠家カフェグループ」

５分 ５分 ２回目発表

13:55〜 休憩 休憩

14:00〜 生徒発表
【閑谷學・個人探究】

２年 保志岩 柚葉
５分 ５分

14:10〜 生徒発表
【閑谷學・個人探究】

３年 森岡 琴絵
10分 ５分

14:25〜 生徒発表
【地域協働探究】

３年 井上 健太、山﨑 明
10分 ５分

14:40〜 生徒発表
【課外活動】

２年 佐野 幹汰、髙山 真広
５分 ５分

14:50〜 休憩 休憩

（15:00） 着席完了

15:05〜 発表講評 岡山県教育庁高校教育課

15:10〜 対話

15:40〜 閉会

15:45 配信終了 HR教室へ移動

オンライン配信（体育館）

オンライン視聴

オンライン視聴
「高校生と地域の方との対話」

３年 村田 大和、山﨑 明、林 暁娘

（５） 学習成果発表会   
●目的・目標 

令和元年度から令和３年度まで文部科学省より指定を受けた「地域との協働による高等

学校教育改革推進事業（地域魅力化型）」の総括として、生徒による地域協働活動の発表

や生徒と地域の方との対話をとおして、３年間の研究成果を報告する。 

 

●内容 
１ 日 時  令和４年２月１日（火）13：15～15：45 

２ 会 場  体育館（代表生徒によるステージ発表等を YouTube 配信）  

７教室（１年次生のグループ発表後、１・２年次生が YouTube 視聴） 

３ 内 容  【第１部】生徒発表  【第２部】高校生と地域の方との対話  

 

時間 ７教室

（13:10） （配信開始） 着席完了

13:15〜 開会 オンライン視聴

13:25〜 準備 発表時間 質疑時間 準備

13:30〜 生徒発表

【閑谷學・グループ探究】

１年 歴史・文化ゼミ

「大國家グループ」

５分 ５分 １回目発表

13:40〜 準備 （2年生教室移動）

13:45〜 生徒発表

【閑谷學・グループ探究】

１年 ビジネスゼミ

「古⺠家カフェグループ」

５分 ５分 ２回目発表

13:55〜 休憩 休憩

14:00〜 生徒発表
【閑谷學・個人探究】

２年 保志岩 柚葉
５分 ５分

14:10〜 生徒発表
【閑谷學・個人探究】

３年 森岡 琴絵
10分 ５分

14:25〜 生徒発表
【地域協働探究】

３年 井上 健太、山﨑 明
10分 ５分

14:40〜 生徒発表
【課外活動】

２年 佐野 幹汰、髙山 真広
５分 ５分

14:50〜 休憩 休憩

（15:00） 着席完了

15:05〜 発表講評 岡山県教育庁高校教育課

15:10〜 対話

15:40〜 閉会

15:45 配信終了 HR教室へ移動

オンライン配信（体育館）

オンライン視聴

オンライン視聴
「高校生と地域の方との対話」

３年 村田 大和、山﨑 明、林 暁娘
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４ 参加者  １・２年次生徒全員、３年次生代表者、教職員  

       <Zoom からの参加> 

       運営指導委員６名、岡山県教育庁高校教育課高校魅力化推進室２名、  

       対話に参加する地域の方２名  

・和気町役場 まち経営課 課長代理 新田 章博 氏  

・有限会社ビッグモリーズ 社長 大森 雅勝 氏      

５ 配信 URL https://youtu.be/7-VzZAn_W0k  

      配信業者 株式会社服部管楽器  

 

 

●検証（取組による成果と課題） 
外部関係者（学校運営協議会委員、近隣中学校・事業所他）から 30 名ほどの参加申込み

があったが、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、オンラインで視聴していた

だいた。オンラインでは代表発表のみを配信した。同時進行で１年次閑谷學地域探究（グ

ループ探究）の中間発表を全員が行い、２年次生が聞き手となった。１年次生にとっては

他学年に発表を聞いてもらうのは初めての経験であり、２年次１学期まで行うグループ探

究について他者から気づきを得るよい機会となった。今回は外部からの参加していただけ

なかったことが残念である。オンラインの視聴回数は 452 回、アンケート回答数は９件（２

月９日現在）である。今後もアーカイブで視聴をしてもらう。 

アンケート等での地域の方からの感想は以下のとおりである。  

・２・３年次生の発表がとてもよかった。「地域と協働して」というのが伝わってきた。 

・発表者のプレゼン能力が向上している。  

・学年に応じた課題設定で、しっかり地域と連携が取れた好事例である。  

・地域の人との対話が印象に残った。「人と接することが苦手だった」「探究学習が面倒

くさいと思った」という生徒が変わったことが一番の成果ではないかと思う。今後もそ

ういった生徒の変容という点を前に出してカリキュラムが運営されるとよりよいもの

になると感じた。  

・オンラインでの参加は難しかったが、またこういう機会があれば参加したい。  

・将来、どのような道に進んでも、高校で学んだ経験を生かし、地域に貢献できる人でい

てください。東備地域も盛り上げてください。 

・よい取組であると思うので応援したい。  

・私は和気町民です。今回のような活動を地域の人、近隣の中学生に知ってもらえるよう

にすればいいのではと感じました。大変いいイベントだと思います。 

４ 参加者  １・２年次生徒全員、３年次生代表者、教職員  

       <Zoom からの参加> 

       運営指導委員６名、岡山県教育庁高校教育課高校魅力化推進室２名、  

       対話に参加する地域の方２名  

・和気町役場 まち経営課 課長代理 新田 章博 氏  

・有限会社ビッグモリーズ 社長 大森 雅勝 氏      

５ 配信 URL https://youtu.be/7-VzZAn_W0k  

      配信業者 株式会社服部管楽器  

 

 

●検証（取組による成果と課題） 
外部関係者（学校運営協議会委員、近隣中学校・事業所他）から 30 名ほどの参加申込み

があったが、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、オンラインで視聴していた

だいた。オンラインでは代表発表のみを配信した。同時進行で１年次閑谷學地域探究（グ

ループ探究）の中間発表を全員が行い、２年次生が聞き手となった。１年次生にとっては

他学年に発表を聞いてもらうのは初めての経験であり、２年次１学期まで行うグループ探

究について他者から気づきを得るよい機会となった。今回は外部から参加していただけな

かったことが残念である。オンラインの視聴回数は 510 回、アンケート回答数は９件（２

月末現在）である。今後もアーカイブで視聴をしてもらう。  

アンケート等での地域の方からの感想は以下のとおりである。  

・２・３年次生の発表がとてもよかった。「地域と協働して」というのが伝わってきた。 

・発表者のプレゼン能力が向上している。  

・学年に応じた課題設定で、しっかり地域と連携が取れた好事例である。  

・地域の人との対話が印象に残った。「人と接することが苦手だった」「探究学習が面倒

くさいと思った」という生徒が変わったことが一番の成果ではないかと思う。今後もそ

ういった生徒の変容という点を前に出してカリキュラムが運営されるとよりよいもの

になると感じた。  

・オンラインでの参加は難しかったが、またこういう機会があれば参加したい。  

・将来、どのような道に進んでも、高校で学んだ経験を生かし、地域に貢献できる人でい

てください。東備地域も盛り上げてください。 

・よい取組であると思うので応援したい。  

・私は和気町民です。今回のような活動を地域の人、近隣の中学生に知ってもらえるよう

にすればいいのではと感じました。大変いいイベントだと思います。 
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（６） 高校生探究フォーラム  
●目的・目標  

岡山県教育委員会が主催し、県立高校の生徒が各校で取り組んでいる探究活動の成果を

発表するとともに他校の取組を共有することで、高校生一人ひとりの夢を育む契機とする。 

●内容 
１ 日  時   令和３年 12 月 27 日（月） ９：30～16：40 

２ 会  場   ピュアリティまきび（岡山市北区下石井二丁目６番４１号）  

３ 発表形式   ステージ発表 発表 10 分・質疑応答５分  

         ポスター発表 発表５分・質疑応答５分   

４ 本校参加生徒 ステージ発表 「自然科学ゼミ／耕作放棄地グループ」  

２年次生 ２名、１年次生 ３名  

ポスター発表 「自然科学ゼミ／ビオトープグループ」  

１年次生 ４名  

●検証（取組による成果と課題） 

 「閑谷學」での取組を発表した。ステージでは１・２年次生が合同で、２年次が１年次

に引き継ぎをした活動について発表した。ポスターでは、旧閑谷学校から要請を受けた環

境保全活動も踏まえて、先輩から引き継いだ校内のビオトープについて発表をした。  

 本校では生徒全員に多くの発表機会を与えることを推奨しており、中学校まで経験がほ

とんどなかった生徒が大勢の前で発表する機会を得ることで、その後の校内発表でも自信

を持って発表することができていた。他校生徒との交流は、初めて会った人とでも積極的

に自分の考えを伝えられるように、交流の機会を増やすことが必要である。  

・参加校一覧  
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・探究フォーラムのチラシ  

  

 

・専用サイト URL https://www.okayama-tankyu2021.jp 
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Ⅴ　関係資料

１　新聞記事

２０２１年１１月３日 山陽新聞

２０２１年１１月１２日 山陽新聞
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２０２１年１２月号 月刊タウン情報おかやま

２０２１年１２月２１日 山陽新聞

２０２１年７月２１日 山陽新聞
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２０２１年９月号 広報わけ

２０２１年１２月１７日 山陽新聞
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２０２１年７月２１日 山陽新聞

２０２１年７月２１日 山陽新聞

－77－
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反

対
に

④
の

誰
か

と
食

事
を

す
る

と
き

は
、

ど
ん

な
気

持

ち
か

。
の

回
答

 

「会
話

が
で

き
る

か
ら

楽
し

い
」と

答
え

る
人

が
圧

倒
的

に

多
く

、
次

に
「1

人
で

食
べ

る
と

き
と

比
べ

て
お

い
し

い
」と

答

え
る

人
が

多
か

っ
た

。
 

  
４
．

結
論

 
 

 
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

の
多

様
化

に
伴

い
、

食
生

活
も

多
様

化

し
て

い
る

こ
と

が
分

か
っ

た
。

こ
れ

に
よ

り
、

不
規

則
な

食
習

慣
や

栄
養

バ
ラ

ン
ス

の
偏

り
な

ど
の

問
題

が
生

じ
る

。
解

決

す
る

為
に

は
、

共
食

が
い

か
に

重
要

か
を

多
く

の
人

に
伝

え
て

い
か

な
け

れ
ば

い
け

な
い

。
ま

た
、

家
族

一
人

ひ
と

り

の
生

活
ス

タ
イ

ル
が

変
わ

っ
て

き
て

い
る

現
代

だ
か

ら
こ

そ
、

食
を

通
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
大

切
に

す
べ

き
だ

と
考

え
る

。
食

事
を

通
じ

て
家

族
で

団
ら

ん
す

る
こ

と
で

食

事
の

大
切

さ
、

楽
し

さ
、

マ
ナ

ー
、

食
文

化
を

子
ど

も
に

教

え
ら

れ
る

こ
と

が
で

き
る

。
食

卓
は

、
子

ど
も

に
と

っ
て

社
会

の
ル

ー
ル

を
学

ん
で

い
く

大
切

な
場

所
な

の
だ

。
ま

た
、

家

族
で

同
じ

も
の

を
食

べ
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
栄

養
に

偏
り

が

な
い

、
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

食
生

活
を

目
指

す
こ

と
が

で
き

る
。

探
究

を
通

し
て

成
長

し
た

こ
と

は
食

に
関

す
る

ニ
ュ

ー

ス
を

よ
く

見
て

、
そ

こ
か

ら
自

分
が

考
え

た
こ

と
や

疑
問

に

思
っ

た
こ

と
を

メ
モ

す
る

よ
う
に

な
っ

た
。

ま
た

、
自

己
解

決

だ
け

で
な

く
、

自
分

の
探

究
す

る
こ

と
が

社
会

と
ど

う
つ

な

が
り

、
よ

り
良

い
方

向
に

導
け

ら
れ

る
の

か
を

考
え

ら
れ

た
。

 

参
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文
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 協
力

者
 

・令
和

3年
度

和
気

閑
谷

高
等

学
校

/3
年

生
 

 

「
孤

食
と

共
食

で
は

食
べ

て
い

る
と

き
の

気
持

ち
の

変
化

は
あ

る
の

か
」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
年

3
組

 
岡

﨑
 

愛
 

 

1
. 
探

究
動

機
 

 
世

の
中

に
は

、
健

康
な

人
、

不
健

康
な

人
、

長
生

き
の

人
、

短
命

の
人

、
さ

ま
ざ

ま
だ

。
同

じ
人

間
と

し
て

生
ま

れ
て

き
て

こ
ん

な
に

不
公

平
な

こ
と

は
な

い
。

ど
う
し

て
こ

ん
な

に

大
き

な
差

が
で

き
る

の
か

。
 

 
私

が
考

え
る

原
因

は
こ

の
テ

ー
マ

に
も

あ
る

「
孤

食
」
だ

。

「
孤

食
」
と

は
家

族
が

不
在

の
食

卓
で

1
人

で
食

事
を

す
る

こ
と

だ
。

こ
れ

は
好

き
嫌

い
を

増
や

す
要

因
に

な
り

や
す

い
。

好
き

嫌
い

を
注

意
し

て
く
れ

る
人

が
い

な
い

の
で

、
孤

食
が

続
く

と
好

き
な

も
の

ば
か

り
食

べ
る

傾
向

に
な

り
、

栄

養
が

偏
り

が
ち

に
も

な
る

。
そ

れ
に

加
え

て
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー

シ
ョ
ン

が
不

足
す

る
結

果
、

社
会

性
や

協
調

性
の

な
い

人

間
に

な
っ

て
し

ま
う
恐

れ
が

あ
る

。
そ

し
て

生
活

習
慣

病
に

つ
な

が
っ

て
し

ま
う
。

 

 
私

は
こ

の
「
孤

食
」
が

引
き

起
こ

す
食

事
の

栄
養

バ
ラ

ン

ス
が

偏
る

こ
と

を
防

ぎ
、

ま
た

共
食

を
通

じ
て

食
の

楽
し

さ
を

多
く

の
人

に
知

っ
て

も
ら

い
た

い
と

い
う
実

現
し

た
い

未
来

が
あ

る
か

ら
こ

の
テ

ー
マ

に
し

た
。

 

 ２
. 
探

究
手

法
 

・
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
で

調
べ

る
。

 

・
和

気
閑

谷
高

等
学

校
3
年

生
に

ア
ン

ケ
ー

ト
を

と
る

。
 

〈
ア

ン
ケ

ー
ト
項

目
〉
 

①
1
週

間
の

う
ち

、
ど

の
く

ら
い

の
頻

度
で

1
人

で
食

事
を

す

る
か

。
 

②
1
人

で
食

事
を

す
る

と
き

、
T
V

や
ス

マ
ホ

を
見

て
い

る

か
。

 

③
1
人

で
食

事
を

す
る

と
き

は
、

ど
ん

な
気

持
ち

か
。

 

④
家

族
や

友
人

と
食

事
を

す
る

と
き

は
、

ど
ん

な
気

持
ち

か
。

 

３
．

探
究

結
果

 

〈
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
で

調
べ

た
こ

と
〉
 

 
ま

ず
初

め
に

孤
食

に
つ

い
て

説
明

す
る

。
 

「
孤

食
」
は

他
に

5
つ

の
「
こ

食
」
を

加
速

さ
せ

る
可

能
性

が

高
い

。
そ

れ
に

は
「
個

食
」
「
粉

食
」
「
濃

食
」
「
固

食
」
「
小

食
」
が

あ
る

。
「
個

食
」
と

は
家

族
が

揃
っ

て
い

る
の

に
全

員

が
自

分
の

好
き

な
も

の
を

食
べ

る
こ

と
で

「
バ

ラ
バ

ラ
食

」
と

も
言

う
。

「
粉

食
」
と

は
パ

ン
、

ピ
ザ

、
パ

ス
タ

な
ど

粉
を

使
っ

た
主

食
を

好
ん

で
食

べ
る

こ
と

だ
。

「
濃

食
」
は

加
工

食
品

な
ど

濃
い

味
付

け
の

も
の

を
食

べ
る

こ
と

だ
。

こ
れ

は
、

塩

分
や

糖
が

多
く

、
味

覚
そ

の
も

の
が

鈍
っ

て
し

ま
う
。

「
固

食
」
は

自
分

の
好

き
な

決
ま

っ
た

も
の

し
か

食
べ

な
い

こ
と

だ
。

「
小

食
」
は

い
つ

も
食

欲
が

な
く

、
少

し
の

量
し

か
食

べ

な
い

こ
と

だ
。

小
食

が
続

く
と

、
発

育
に

必
要

な
栄

養
が

足

り
な

く
な

り
、

気
力

も
続

か
ず

、
無

気
力

な
子

ど
も

に
な

っ
て

し
ま

う
。

子
ど

も
の

頃
に

身
に

つ
い

た
食

習
慣

を
大

人
に

な

っ
て

か
ら

改
め

る
の

は
困

難
で

あ
る

。
ま

た
、

孤
食

で
あ

る

と
き

は
、

1
人

で
食

べ
て

い
る

と
喜

び
や

幸
せ

を
感

じ
る

こ
と

が
な

い
か

ら
お

い
し

く
な

い
。

間
が

持
た

な
い

か
ら

テ
レ

ビ

や
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
見

な
が

ら
漠

然
と

食
べ

て
い

る
と

い
う

人
が

多
い

。
加

え
て

、
1
人

で
食

べ
る

と
悲

し
い

。
そ

の
理

由
と

し
て

、
な

ぜ
自

分
は

1
人

で
食

べ
て

い
る

の
か

と
苦

痛

で
暗

い
気

持
ち

に
な

る
か

ら
と

書
か

れ
て

い
た

。
 

 
次

に
共

食
が

も
た

ら
す

メ
リ
ッ

ト
を

説
明

す
る

。
 

 

共
食

の
回

数
が

多
い

人
や

孤
食

が
少

な
い

人
は

、
そ

う
で

な
い

人
に

比
べ

て
心

の
健

康
状

態
が

良
い

こ
と

や
、

ス
ト
レ

ス
が

な
か

っ
た

り
、

自
分

が
健

康
だ

と
感

じ
て

い
る

人
の

割
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  参
加

し
た

。
イ

ベ
ン

ト
は

、
P
la

y 
w
it
h 

so
un

d〜
音

で
遊

ぼ
う

〜
と

い
う
タ

イ
ト
ル

で
、

ゲ
ス

ト
の

方
と

小
学

生
か

ら
大

学

生
、

大
人

ま
で

幅
広

い
年

代
の

方
々

と
音

で
交

流
を

す
る

と
い

う
内

容
だ

。
交

流
し

て
い

く
中

で
、

ゲ
ス

ト
の

方
の

演
奏

を
聞

い
た

り
、

空
き

箱
や

空
き

缶
な

ど
の

廃
材

や
身

近
に

あ
る

も
の

を
使

っ
て

楽
器

を
作

っ
て

演
奏

を
し

た
り

し
て

楽

し
ん

だ
。

小
学

生
が

楽
し

そ
う
に

作
る

楽
器

と
大

人
が

作
る

楽
器

で
は

、
違

う
年

代
の

人
の

視
点

か
ら

作
り

だ
さ

れ
れ

て

い
る

た
め

、
そ

れ
ぞ

れ
の

知
識

や
経

験
が

違
う
こ

と
に

よ

り
、

多
種

多
様

な
も

の
が

で
き

て
い

た
け

れ
ど

、
そ

の
作

っ

た
楽

器
で

1つ
の

お
題

に
対

し
て

み
ん

な
で

音
を

奏
で

て

い
る

時
に

は
、

心
を

合
わ

せ
て

奏
で

て
い

る
よ

う
に

も
見

え

た
。

み
ん

な
で

音
を

奏
で

る
こ

と
で

、
違

う
文

化
で

育
っ

た

人
や

違
う
年

代
の

方
々

で
も

楽
し

く
繋

が
っ

て
い

け
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

。
 

 ４
．

結
論

 
 

 
私

は
、

音
楽

イ
ベ

ン
ト
を

通
し

て
、

地
域

活
性

化
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
い

た
。

 

 
し

か
し

、
音

楽
イ

ベ
ン

ト
で

地
域

を
活

性
化

し
て

い
く

に

は
、

移
住

者
を

増
や

す
こ

と
か

ら
始

め
、

移
住

し
て

き
た

人

と
住

民
が

交
流

し
、

ア
イ

デ
ィ

ア
を

出
し

合
い

、
と

も
に

音
楽

イ
ベ

ン
ト
を

作
り

、
開

催
さ

る
こ

と
で

活
性

化
す

る
の

で
は

な

い
か

と
考

え
る

。
そ

の
音

楽
イ

ベ
ン

ト
で

は
、

地
域

の
団

体

や
学

校
も

一
緒

に
活

動
す

る
こ

と
で

地
域

が
一

体
化

す
る

と
考

え
た

。
ま

た
、

違
う
文

化
で

育
っ

た
人

や
違

う
年

代
の

人
が

、
音

楽
で

人
と

人
が

結
び

付
き

、
助

け
合

い
の

輪
を

広
げ

る
こ

と
が

必
要

だ
と

考
え

る
。

イ
ベ

ン
ト
で

は
、

主
催

し

て
い

る
地

域
の

方
々

だ
け

で
な

く
、

そ
の

地
域

以
外

の

方
々

に
も

訪
れ

て
も

ら
い

、
そ

の
地

域
の

方
々

の
暖

か
さ

を
感

じ
て

も
ら

う
。

ま
た

、
地

域
の

方
と

交
流

し
て

も
ら

う
こ

と

に
よ

っ
て

、
そ

の
地

域
の

い
い

と
こ

ろ
に

気
づ

い
て

も
ら

う
こ

と
で

移
住

者
を

増
や

す
こ

と
に

も
つ

な
げ

て
い

け
る

。
こ

の

よ
う
に

、
移

住
者

を
増

や
し

て
い

く
こ

と
で

、
活

性
化

し
て

い

く
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
い

る
。

イ
ロ

マ
ト
で

気
づ

い
た

、

そ
れ

ぞ
れ

の
知

識
や

経
験

が
違

っ
て

多
種

多
様

な
も

の

が
で

き
て

い
て

も
、

作
っ

た
楽

器
で

1つ
の

お
題

に
対

し
て

み
ん

な
で

音
を

奏
で

て
い

る
時

に
は

、
心

を
合

わ
せ

て
奏

で
て

い
る

よ
う
に

も
見

え
た

こ
と

か
ら

、
み

ん
な

で
1つ

に
な

れ
る

よ
う
な

企
画

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

 

 
ま

た
、

イ
ベ

ン
ト
開

催
に

は
お

金
の

課
題

に
直

面
す

る
。

こ
の

よ
う
な

地
域

の
課

題
解

決
に

は
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
資

金
力

の
あ

る
地

方
銀

行
や

信
用

金
庫

と
協

力
し

て
、

地
域

連
携

に
よ

り
、

地
域

の
資

源
と

資
金

を
結

び
つ

け
、

地
域

経
済

の
好

循
環

を
生

み
出

す
こ

と
が

必
要

に
な

る
。

こ
の

仕
組

み
が

実
現

す
れ

ば
、

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
や

イ
ベ

ン
ト
を

開
催

す
る

こ
と

が
で

き
、

地
域

が
活

性
化

し
て

い
く
と

考
え

た
。
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文
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小
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業
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経

営
の

改
善

及
び

地
域

の
活

性
化

の
た

め
の

取
組

状
況
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塾

 

         

  

「
音

楽
に

よ
る

地
域

活
性

化
」
 

3
年

2
組

 
森

岡
 

琴
絵

 

 １
．

探
究

動
機

 
 

  
音

楽
は

、
他

の
芸

術
と

は
異

な
り

、
目

に
見

え
な

い
も

の

で
あ

る
。

音
楽

に
は

、
人

の
心

を
豊

か
に

す
る

力
が

あ
っ

た

り
、

人
々

の
心

を
揺

さ
ぶ

ら
せ

た
り

、
 人

々
の

心
に

安
ら

ぎ

を
あ

た
え

た
り

す
る

効
果

が
あ

る
。

そ
の

音
楽

の
力

で
地

域

を
活

性
化

さ
せ

た
い

と
考

え
た

。
 

  
近

年
日

本
で

は
、

地
域

格
差

が
深

刻
な

社
会

問
題

の
ひ

と
つ

に
な

っ
て

い
る

。
特

に
、

山
間

部
な

ど
で

は
、

過
疎

化

や
高

齢
化

な
ど

に
よ

り
、

経
済

的
に

負
の

ス
パ

イ
ラ

ル
を

生

ん
で

い
る

。
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
多

く
の

地
方

で
は

、

様
々

な
事

業
を

行
っ

て
い

る
。

例
え

ば
、

移
住

の
推

進
政

策
や

U
 タ

ー
ン

政
策

な
ど

を
行

っ
て

い
る

。
現

在
、

和
気

町
で

は
、

移
住

の
推

進
政

策
に

よ
り

、
若

い
移

住
者

が
増

え
て

き
て

い
る

が
、

元
々

住
ん

で
い

る
方

々
の

高
齢

化
が

進
ん

で
い

る
。

し
か

し
、

地
方

で
は

働
く

場
所

が
少

な
い

こ

と
な

ど
の

理
由

か
ら

、
移

住
者

が
増

え
な

い
こ

と
も

多
い

。
 

  
こ

の
よ

う
な

厳
し

い
状

況
に

あ
る

過
疎

地
域

の
再

生
と

活

性
化

に
は

、
ど

の
よ

う
な

音
楽

関
連

の
イ

ベ
ン

ト
が

有
効

で

あ
る

の
か

を
知

る
た

め
に

探
究

を
す

る
こ

と
に

し
た

。
 

 ２
．

探
究

手
法

 
 

 

  
私

が
考

え
た

探
究

手
法

は
2つ

あ
る

。
 

 
1
つ

目
は

、
現

在
の

日
本

で
ど

ん
な

研
究

や
探

究
が

行

わ
れ

て
い

る
か

を
知

る
た

め
に

、
音

楽
関

連
の

論
文

や
地

域
活

性
化

関
連

の
論

文
を

読
む

こ
と

に
し

た
。

2
つ

目
は

、

和
気

町
内

で
ど

ん
な

イ
ベ

ン
ト
が

開
催

さ
れ

て
い

る
の

か
を

知
る

た
め

に
、

和
気

町
内

で
開

催
さ

れ
た

音
楽

関
連

の

「
イ

ロ
マ

ト
」
と

い
う
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

し
た

。
 

 ３
．

探
究

結
果

 

 
ま

ず
、

地
域

活
性

化
に

つ
い

て
調

べ
た

。
地

域
活

性
化

す
る

に
は

、
一

過
性

の
観

光
客

を
増

や
す

こ
と

よ
り

、
移

住

者
を

増
や

す
こ

と
が

必
要

に
な

っ
て

く
る

。
今

後
は

テ
レ

ワ

ー
ク

ビ
ジ

ネ
ス

に
移

行
し

、
都

市
部

に
通

勤
を

し
な

い
形

に

変
え

て
い

け
ば

、
地

域
に

残
っ

て
働

く
人

が
増

え
る

。
し

か

し
、

テ
レ

ワ
ー

ク
に

移
行

す
る

に
は

様
々

な
課

題
に

直
面

す
る

。
こ

の
課

題
に

、
国

の
交

付
金

を
活

用
し

N
T
T
西

日

本
で

は
テ

レ
ワ

ー
ク

導
入

ビ
ジ

ネ
ス

の
支

援
に

乗
り

出
し

て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

取
り

組
み

に
よ

り
、

地
方

に
テ

レ
ワ

ー
ク

呼
び

込
み

、
移

住
者

が
増

え
る

と
、

都
市

か
ら

来
た

人
と

住

民
の

交
流

が
広

が
り

、
地

域
の

課
題

を
移

住
者

と
と

も
に

考
え

て
い

け
ば

新
た

な
企

画
や

ビ
ジ

ネ
ス

が
開

け
る

こ
と

も

期
待

さ
れ

る
。

 

 
ま

た
、

和
気

町
で

行
わ

れ
て

い
る

取
り

組
み

に
は

、
「
空

き
家

問
題

を
ど

う
す

る
か

」
と

い
っ

た
問

題
に

、
「
空

き
家

バ

ン
ク

」
を

開
設

し
、

空
き

家
を

有
効

活
用

し
て

移
住

者
を

増

や
す

取
り

組
み

に
つ

な
げ

て
い

る
。

旅
行

代
理

店
と

協
力

し
て

、
移

住
希

望
者

の
下

見
や

物
件

ツ
ア

ー
に

も
取

り
組

ん
で

い
る

。
「
買

い
物

弱
者

を
ど

う
す

る
か

」
と

い
っ

た
問

題

に
は

、
近

く
の

フ
ァ

ミ
リ
ー

マ
ー

ト
と

協
力

し
て

、
吉

井
川

の

上
空

に
ド

ロ
ー

ン
を

飛
ば

し
、

山
間

地
の

集
落

へ
食

料
品

な
ど

を
届

け
る

検
証

実
験

を
進

め
て

い
た

。
和

気
町

以
外

の
地

域
で

は
、

「
地

域
・
高

齢
者

の
交

通
手

段
を

ど
う
す

る

か
」
と

い
っ

た
問

題
に

、
赤

字
に

よ
る

バ
ス

路
線

廃
止

や
運

転
手

不
足

な
ど

弱
体

化
し

た
公

共
交

通
の

代
替

手
段

と
し

て
、

北
海

道
中

頓
別

町
で

は
、

U
b
er

（
ウ

ー
バ

ー
）
の

配
車

ア
プ

リ
を

利
用

し
た

住
民

の
自

家
用

車
に

よ
る

ラ
イ

ド
シ

ェ

ア
リ
ン

グ
の

実
証

実
験

を
行

っ
て

い
た

。
ま

た
、

B
O

L
D

L
Y

(ボ
ー

ド
リ
ー

)が
自

治
体

と
協

力
し

て
、

自
動

運
転

バ
ス

の

実
証

実
験

を
し

て
い

る
。

 

 
こ

の
よ

う
に

、
国

の
交

付
金

を
使

っ
た

地
方

創
生

事
業

に

名
乗

り
を

あ
げ

、
取

り
組

ん
で

い
る

自
治

体
は

多
い

が
、

多

く
の

自
治

体
で

事
業

の
継

続
に

行
き

づ
ま

っ
て

い
る

。
そ

う

し
た

な
か

、
滋

賀
銀

行
は

、
地

域
の

課
題

の
解

決
に

貢
献

す
る

た
め

、
2
0
1
4
年

に
地

域
経

済
活

性
化

支
援

機
構

と
滋

賀
銀

行
で

連
携

を
行

い
、

「
し

が
ぎ

ん
成

長
戦

略
フ

ァ
ン

ド
」
を

設
立

し
、

出
資

や
支

援
に

よ
っ

て
、

企
業

価
値

向
上

を
目

指
す

な
ど

の
様

々
な

事
業

を
立

ち
上

げ
支

援
し

て
い

る
。

 

  
 次

に
、

音
楽

イ
ベ

ン
ト
に

つ
い

て
、

イ
ロ

マ
ト
と

い
う
和

気

町
公

営
塾

企
画

の
国

籍
や

年
齢

を
問

わ
な

い
イ

ベ
ン

ト
に

－79－



  

こ
の

結
果

か
ら

、
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

、
上

昇
し

た
値

の
最

高

と
最

低
、

上
昇

値
の

平
均

を
求

め
る

。

ま
た

、
勉

強
法

に
取

り
組

ん
で

い
な

い
と

回
答

し
た

人
は

38

人
、

ア
ン

ケ
ー

ト
に

無
回

答
だ

っ
た

人
は

26
人

で
あ

っ
た

。

取
り

組
ん

で
い

な
い

と
回

答
し

た
人

が
ど

の
よ

う
な

勉
強

法

を
し

た
か

を
ア

ン
ケ

ー
ト
を

行
っ

た
。

()
内

は
実

際
の

回
答

文
を

一
部

例
と

し
て

引
用

し
て

い
る

。
多

か
っ

た
順

に
、

見

た
も

の
(ワ

ー
ク

を
見

た
、

見
て

覚
え

た
、

な
ど

):
11

人
、

勉

強
は

し
て

い
な

い
:9

人
、

書
い

た
も

の
(ひ

た
す

ら
書

い
た

、

ワ
ー

ク
を

解
い

た
、

な
ど

):
7人

、
特

殊
・他

の
も

の
(友

人
と

問
題

を
出

し
合

っ
た

、
声

に
出

し
た

、
赤

シ
ー

ト
で

隠
し

た
、

な
ど

):
7人

、
明

記
し

て
い

な
い

(暗
記

し
た

、
頑

張
っ

た
):
4人

、
と

い
う
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
だ

っ
た

。
 

最
後

に
、

3回
目

の
テ

ス
ト
で

は
2回

目
で

成
績

の
良

か
っ

た
D

の
勉

強
法

で
勉

強
し

て
も

ら
い

、
テ

ス
ト
を

行
っ

た
。

そ

し
て

、
テ

ス
ト
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト
で

、
指

定
し

た
勉

強
法

に

取
り

組
ん

だ
と

回
答

し
た

人
の

点
数

の
変

化
を

、
1回

目
と

2

回
目

か
ら

比
較

し
、

上
が

っ
た

人
、

下
が

っ
た

人
、

変
化

の

な
か

っ
た

人
と

表
記

す
る

。

 
こ

の
結

果
か

ら
、

1回
目

と
2回

目
に

分
け

て
、

上
昇

し
た

値

の
最

高
値

と
最

低
値

と
平

均
値

、
下

降
し

た
値

の
最

高
値

と
最

低
値

と
平

均
値

を
求

め
る

。

ま
た

、
1回

目
か

ら
は

下
降

し
た

も
の

は
な

か
っ

た
。

 

 

ま
た

、
勉

強
法

に
取

り
組

ん
で

い
な

い
と

回
答

し
た

人
は

18

人
、

ア
ン

ケ
ー

ト
に

無
回

答
だ

っ
た

人
は

56
人

で
あ

っ
た

。

取
り

組
ん

で
い

な
い

と
回

答
し

た
人

が
ど

の
よ

う
な

勉
強

法

を
し

た
か

を
ア

ン
ケ

ー
ト
を

行
っ

た
。

()
内

は
実

際
の

回
答

文
を

一
部

例
と

し
て

引
用

し
て

い
る

。
多

か
っ

た
順

に
、

明

記
し

て
い

な
い

(未
記

入
、

い
ろ

い
ろ

、
な

ど
):
7人

、
見

た
も

の
(当

日
に

見
返

し
た

、
解

い
て

正
解

を
見

た
、

な
ど

):
5

人
、

書
い

た
も

の
(答

え
を

一
度

見
て

か
ら

覚
え

る
、

綴
り

を

何
度

か
書

く
、

な
ど

):
4人

、
勉

強
は

し
て

い
な

い
:1

人
、

特

殊
・他

の
も

の
(調

べ
た

、
な

ど
):
1人

、
と

い
う
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
だ

っ
た

。
 

 
 ４
．

結
論

 
 

 
私

は
、

C
と

D
、

特
に

D
が

定
着

し
や

す
い

と
予

想
し

て
い

た
。

C
は

書
く

、
読

む
こ

と
を

し
な

く
て

よ
い

の
で

手
軽

で
あ

り
、

D
も

書
く

こ
と

が
必

要
だ

が
、

数
回

で
済

む
。

そ
し

て
こ

の
２
つ

は
「何

度
も

思
い

出
す

こ
と

」に
重

き
を

置
い

た
勉

強
法

だ
っ

た
か

ら
だ

。
だ

が
、

一
部

予
想

に
反

し
て

、
A

が

高
く

、
B
が

低
か

っ
た

。
私

が
A

を
低

い
と

予
想

し
て

い
た

の

は
、

多
く

書
く

の
で

達
成

感
は

あ
る

も
の

の
、

そ
れ

ゆ
え

に

手
軽

で
は

な
く

、
ま

た
、

書
い

て
い

る
間

、
覚

え
る

こ
と

よ
り

書
く

こ
と

に
意

識
が

向
き

、
書

く
と

い
う
作

業
に

な
っ

て
し

ま

い
が

ち
だ

っ
た

か
ら

だ
。

こ
の

予
想

か
ら

、
A

が
高

か
っ

た

要
因

と
し

て
は

、
勉

強
法

を
実

施
し

て
く

れ
た

人
数

が
少

な

か
っ

た
こ

と
、

ア
ン

ケ
ー

ト
に

解
答

す
る

人
が

少
な

か
っ

た

こ
と

、
勉

強
法

を
伝

え
て

か
ら

勉
強

の
期

間
が

3日
間

と
短

か
っ

た
こ

と
、

SP
Iテ

ス
ト
は

点
数

を
競

う
よ

う
に

な
っ

て
い

る

た
め

自
分

の
勉

強
法

か
ら

変
え

ら
れ

な
か

っ
た

こ
と

な
ど

が

考
え

ら
れ

る
。

次
に

実
施

す
る

際
は

、
点

数
を

競
わ

な
い

か
つ

成
績

に
関

わ
ら

な
い

テ
ス

ト
を

こ
ち

ら
が

用
意

し
行

う

こ
と

、
勉

強
の

期
間

を
3日

よ
り

多
く

取
る

こ
と

に
注

意
す

べ

き
だ

ろ
う
。

ま
た

、
今

回
の

ア
ン

ケ
ー

ト
は

G
oo

gl
eの

ア
ン

ケ

ー
ト
機

能
、

フ
ォ

ー
ム

を
使

用
し

た
が

、
そ

の
場

で
回

答
が

集
め

ら
れ

る
こ

と
や

、
時

間
が

経
っ

て
回

答
を

忘
れ

る
こ

と

が
な

い
こ

と
な

ど
か

ら
、

紙
媒

体
で

の
ア

ン
ケ

ー
ト
を

行
う
よ

う
に

す
べ

き
だ

ろ
う
。

 

 
今

回
の

探
究

の
結

果
だ

け
で

は
、

A
が

必
ず

定
着

し
や

す
い

と
は

言
え

な
い

。
次

に
探

究
を

行
う
際

は
、

今
回

の

問
題

点
を

改
善

し
て

取
り

組
み

た
い

。
 

協
力

者
 

・和
気

閑
谷

高
校

の
二

年
生

団
の

先
生

方
 

・和
気

閑
谷

高
校

の
生

徒
の

二
年

生
の

み
な

さ
ん

 

 

  

「 定
着

し
や

す
い

勉
強

法
に

つ
い

て
」 

3年
3組

 
上

田
 

美
乃

莉
 

 １
．

探
究

動
機

 
 

 
私

が
こ

の
テ

ー
マ

を
探

究
し

よ
う
と

思
っ

た
き

っ
か

け
は

、

幼
い

頃
の

記
憶

を
高

校
生

の
今

で
も

覚
え

て
い

る
と

い
う
こ

と
に

気
付

き
、

そ
れ

に
対

し
て

、
何

度
も

思
い

出
し

て
い

る

か
ら

で
は

な
い

か
、

と
い

う
仮

説
を

立
て

、
こ

れ
を

勉
強

に

応
用

で
き

な
い

か
と

考
え

た
か

ら
だ

。
私

の
周

り
に

は
勉

強

が
苦

手
だ

と
話

す
生

徒
は

少
な

く
な

い
。

勉
強

に
対

す
る

苦
手

意
識

を
持

つ
人

は
、

勉
強

に
よ

る
成

功
体

験
が

少
な

く
、

出
来

な
か

っ
た

の
で

勉
強

を
し

な
い

と
い

う
悪

循
環

に

陥
っ

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。
こ

こ
で

は
勉

強
に

よ
る

成
功

体

験
と

は
、

勉
強

を
し

た
上

で
の

成
績

上
昇

を
指

す
。

勉
強

に
よ

る
成

功
体

験
が

少
な

い
か

ら
勉

強
が

苦
手

で
あ

る
な

ら
ば

、
ど

う
し

て
勉

強
に

よ
る

成
功

体
験

が
少

な
い

の
か

。

こ
れ

に
つ

い
て

私
は

、
多

く
の

人
が

勉
強

法
を

知
ら

な
い

か
ら

で
は

な
い

か
、

と
仮

定
し

た
。

こ
の

仮
定

を
元

に
、

勉

強
に

よ
る

成
功

体
験

を
増

や
す

に
は

勉
強

法
を

知
れ

ば

良
い

の
で

は
な

い
か

と
考

え
、

多
く

の
人

が
使

い
や

す
く

定

着
し

や
す

い
勉

強
法

に
つ

い
て

探
究

す
る

こ
と

と
し

た
。

 

 ２
．

探
究

手
法

 
 

 
今

ま
で

定
着

し
や

す
い

と
さ

れ
て

き
た

勉
強

法
と

、
何

度

も
思

い
出

す
こ

と
で

定
着

し
や

す
く

な
る

と
い

う
こ

と
に

基
づ

い
た

勉
強

法
を

実
験

か
ら

比
較

す
る

。
 

実
験

は
計

3回
で

行
う
。

被
調

査
者

は
和

気
閑

谷
高

校
の

二
年

生
。

 

実
験

の
内

容
は

、
二

年
生

で
定

期
的

に
行

っ
て

い
る

SP
I

テ
ス

ト
を

出
題

範
囲

と
し

、
3日

後
、

そ
の

出
題

範
囲

か
ら

テ

ス
ト
形

式
で

解
答

し
て

も
ら

う
。

 

1回
目

で
は

、
勉

強
法

を
指

定
せ

ず
テ

ス
ト
を

行
う
。

そ
し

て
、

テ
ス

ト
に

向
け

て
ど

ん
な

勉
強

を
し

た
か

ア
ン

ケ
ー

ト
を

取
る

。
 

2回
目

で
は

、
4つ

の
勉

強
法

を
4つ

の
グ

ル
ー

プ
に

出
席

番
号

で
分

か
れ

て
勉

強
し

て
も

ら
い

、
テ

ス
ト
を

行
う
。

勉
強

法
の

強
制

は
し

な
い

。
だ

か
ら

、
指

定
し

た
勉

強
法

に
取

り

組
め

た
か

、
取

り
組

ん
で

い
な

い
場

合
は

ど
ん

な
勉

強
を

し
た

か
、

ア
ン

ケ
ー

ト
を

取
る

。
 

4つ
の

勉
強

法
の

内
容

は
、

以
下

の
通

り
で

あ
る

。
 

A
：解

答
を

見
て

か
ら

、
10

回
書

く
。

 

Ｂ
：A

を
書

く
ご

と
に

声
に

出
し

て
読

み
上

げ
る

。
 

Ｃ
：解

答
を

思
い

出
し

、
正

否
を

確
認

す
る

。
 

Ｄ
：C

を
書

き
出

し
、

正
否

を
確

認
す

る
。

 

3回
目

で
は

、
2回

目
で

成
績

が
良

か
っ

た
勉

強
法

で
全

員
に

勉
強

し
て

も
ら

い
、

テ
ス

ト
を

行
う
。

そ
し

て
、

指
定

し

た
勉

強
法

に
取

り
組

め
た

か
、

取
り

組
ん

で
い

な
い

場
合

は
ど

ん
な

勉
強

を
し

た
か

、
ア

ン
ケ

ー
ト
を

取
る

。
 

 
な

お
、

SP
Iテ

ス
ト
は

10
点

満
点

の
筆

記
型

テ
ス

ト
で

あ

り
、

全
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト
は

G
oo

gl
eの

ア
ン

ケ
ー

ト
機

能
、

フ

ォ
ー

ム
を

使
用

す
る

。
 

 ３
．

探
究

結
果

 

 
ま

ず
、

1回
目

の
テ

ス
ト
で

は
実

験
で

比
較

を
行

う
た

め

に
、

勉
強

法
を

指
定

す
る

前
の

点
数

を
取

る
。

こ
の

テ
ス

ト

で
得

た
点

数
か

ら
、

次
の

勉
強

法
を

指
定

す
る

テ
ス

ト
で

、

ど
の

程
度

点
数

が
変

化
し

た
か

を
求

め
る

。
二

年
生

95
人

中
83

人
が

回
答

し
て

く
れ

た
。

組
ご

と
に

、
1〜

5点
、

6〜
1

0点
と

分
け

て
表

記
す

る
。

ま
た

、
1回

目
の

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
い

、
ど

の
よ

う
な

勉
強

を

し
て

い
る

の
か

を
調

べ
る

。
二

年
生

95
人

中
65

人
が

回
答

し
て

く
れ

た
。

()
内

は
実

際
の

回
答

文
を

一
部

例
と

し
て

引

用
し

て
い

る
。

内
訳

は
多

か
っ

た
順

に
、

勉
強

は
し

て
い

な

い
:2

1人
、

見
た

も
の

(朝
に

見
た

、
ワ

ー
ク

を
読

ん
だ

、
な

ど
):
14

人
、

書
い

た
も

の
(ノ

ー
ト
に

書
い

た
、

い
っ

ぱ
い

書

い
た

、
な

ど
):
14

人
、

特
殊

・他
の

も
の

(偉
人

に
あ

だ
名

を

つ
け

た
、

友
人

と
問

題
を

出
し

合
っ

た
、

声
に

出
し

た
、

赤

シ
ー

ト
で

隠
し

た
、

な
ど

):
8人

、
明

記
さ

れ
て

い
な

か
っ

た

も
の

(暗
記

し
た

、
頑

張
っ

た
、

な
ど

):
5人

、
と

い
う
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
だ

っ
た

。
 

 
 

次
に

、
2回

目
の

テ
ス

ト
で

は
4つ

の
勉

強
法

を
4つ

の
グ

ル
ー

プ
に

出
席

番
号

で
分

か
れ

て
勉

強
し

て
も

ら
い

、
テ

ス
ト
を

行
っ

た
。

出
席

番
号

順
に

、
1〜

5番
は

A
、

6〜
10

番
は

B
、

11
〜

15
番

は
C

、
16

〜
20

番
は

D
と

分
か

れ
て

も

ら
っ

た
。

そ
し

て
、

テ
ス

ト
後

の
ア

ン
ケ

ー
ト
で

、
指

定
し

た

勉
強

法
に

取
り

組
ん

だ
と

回
答

し
た

人
の

点
数

の
変

化

を
、

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
、

上
が

っ
た

人
、

下
が

っ
た

人
、

変

化
の

な
か

っ
た

人
と

表
記

す
る

。

 

－80－



  

モ
ー

ド
の

イ
メ

ー
ジ

(左
) 

ス
ト
リ
ー

ト
の

イ
メ

ー
ジ

(右
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

あ
な

た
が

道
に

迷
っ

て
い

る
と

き
お

し
ゃ

れ
で

派
手

を
意

識

し
た

人
と

普
通

の
格

好
を

し
た

人
ど

ち
ら

に
声

を
掛

け
ま

す

か
と

い
う
質

問
(好

感
の

得
や

す
さ

、
話

し
掛

け
や

す
さ

の

差
が

ど
れ

ほ
ど

あ
る

の
か

を
調

査
す

る
た

め
)で

は
8割

の

人
が

普
通

の
格

好
と

答
え

た
。

理
由

を
聞

い
て

み
る

と
格

好
が

派
手

な
人

は
プ

ラ
イ

ド
が

高
そ

う
、

普
通

の
格

好
の

方
が

話
掛

け
や

す
い

な
ど

の
意

見
が

多
く

あ
り

、
や

は
り

先

程
の

質
問

と
同

じ
よ

う
に

シ
ン

プ
ル

な
格

好
を

し
て

い
た

方

が
好

印
象

を
得

ら
れ

や
す

い
事

が
分

か
っ

た
。

 

 

４
．

結
論

 

 
今

回
の

研
究

よ
り

変
化

し
た

自
分

の
視

点
・考

え
方

は
フ

ァ
ッ

シ
ョ
ン

に
興

味
の

あ
る

10
代

は
多

く
、

見
た

目
、

話
掛

け
や

す
さ

の
点

か
ら

も
男

女
問

わ
ず

ノ
ー

ム
コ

ア
(シ

ン
プ

ル
目

)な
格

好
を

好
む

人
が

多
く

、
ま

た
多

く
の

人
た

ち
に

好
印

象
を

持
っ

て
も

ら
う
為

の
服

装
の

ポ
イ

ン
ト
は

ノ
ー

ム

コ
ア

の
特

徴
で

あ
る

清
潔

感
が

か
な

り
重

要
で

あ
る

事
も

分
か

っ
た

。
無

地
の

tシ
ャ

ツ
や

シ
ャ

ツ
な

ど
は

ビ
ジ

ネ
ス

シ

ー
ン

で
の

着
用

が
多

い
た

め
こ

れ
ら

を
服

装
に

取
り

入
れ

て
い

る
と

、
こ

の
人

は
し

っ
か

り
し

て
い

る
人

と
い

う
印

象
に

も
見

え
る

事
が

原
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

。
そ

し
て

好
印

象

＝
流

行
の

関
係

性
が

あ
る

こ
と

も
発

見
で

き
た

。
こ

の
こ

と

か
ら

他
人

か
ら

の
好

印
象

得
た

い
の

で
あ

れ
ば

常
に

流
行

を
知

る
必

要
も

あ
る

こ
と

が
分

か
る

。
他

人
か

ら
お

し
ゃ

れ
、

か
っ

こ
い

い
、

か
わ

い
い

服
装

だ
な

と
思

わ
れ

る
た

め
に

は

様
々

な
要

因
(今

回
で

は
シ

ン
プ

ル
目

な
服

装
で

あ
る

こ

と
、

清
潔

感
の

感
じ

ら
れ

る
ア

イ
テ

ム
を

取
り

入
れ

て
い

る
こ

と
、

流
行

り
を

取
り

入
れ

て
い

る
、

お
し

ゃ
れ

を
意

識
し

す
ぎ

た
派

手
な

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

を
し

な
い

)が
掛

け
合

わ
さ

る
事

に

よ
っ

て
好

印
象

を
相

手
か

ら
得

る
こ

と
が

出
来

る
事

が
分

か

っ
た

。
だ

が
シ

ン
プ

ル
な

服
装

に
好

印
象

を
持

つ
人

が
多

い
の

は
明

ら
か

に
な

っ
た

が
、

反
対

に
シ

ン
プ

ル
な

服
装

に
少

数
だ

が
好

印
象

を
持

た
な

い
人

が
い

る
事

も
明

ら
か

に
な

っ
た

。
こ

れ
は

自
分

の
着

用
し

て
い

る
服

装
の

系
統

を
着

て
い

る
相

手
に

好
印

象
を

も
っ

て
い

る
傾

向
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
例

え
ば

人
は

自
分

の
好

き
な

服
を

着
る

の
で

出
会

っ
た

相
手

が
自

分
の

好
き

な
服

を
着

て
い

た
ら

良
い

イ
メ

ー
ジ

を
持

つ
の

で
は

な
い

か
と

い
う
理

由
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
。

こ
の

事
か

ら
相

手
の

服
装

に
合

わ

せ
た

服
装

を
身

に
着

け
る

こ
と

が
好

印
象

を
得

ら
れ

る
事

に
繋

が
る

事
も

分
か

っ
た

。
 

 参
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(左

) 
男

性
フ

ァ
ッ

シ
ョ
ン

の
名

称
と

傾
向
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分
布

 

 

 

  

「
服

装
が

人
に

与
え

る
印

象
」
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3
年

１
組

 
滝

安
 

亮
太

 

 １
．

探
究

動
機

 
 

 
テ

ー
マ

設
定

の
動

機
。

自
分

が
い

つ
も

と
違

う
系

統
の

服
装

を
し

た
時

、
満

員
電

車
に

乗
り

自
分

が
4
人

席
に

座

っ
た

時
誰

も
そ

の
4
人

席
に

座
っ

て
こ

な
か

っ
た

事
が

あ

る
。

自
分

は
そ

の
時

あ
ま

り
他

人
か

ら
好

感
を

得
ら

れ
る

様

な
服

装
を

し
て

い
な

か
っ

た
事

こ
と

が
仮

説
と

し
て

挙
げ

ら

れ
る

。
こ

れ
は

服
装

に
何

か
要

因
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
る

。
そ

こ
で

な
ぜ

人
は

服
装

で
人

を
判

断
す

る
の

か
を

疑
問

に
感

じ
た

。
ど

の
よ

う
な

服
装

の
組

合
せ

で
相

手
に

ど
の

様
な

印
象

を
与

え
る

事
が

で
き

る
の

か
、

服
装

で
感

じ
る

お
洒

落
、

格
好

い
い

、
か

わ
い

い
、

怖
い

、
な

ど

の
感

情
は

人
に

よ
っ

て
個

人
差

は
あ

る
の

か
な

ど
に

つ
い

て
探

求
し

て
み

れ
ば

何
か

面
白

い
理

由
や

新
た

な
発

見

が
得

ら
れ

る
と

思
っ

た
。

そ
し

て
今

後
の

将
来

の
職

業
な

ど

に
繋

げ
て

い
け

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

こ
の

探
求

を
し

て
み

る
事

に
し

た
。

 

 ２
．

探
究

手
法

 
 

ま
ず

服
装

で
の

印
象

に
つ

い
て

の
疑

問
は

、
ま

ず
フ

ァ
ッ

シ
ョ
ン

に
関

心
が

あ
る

人
と

そ
れ

ほ
ど

関
心

が
無

い
人

は

ど
れ

く
ら

い
差

が
あ

る
の

か
。

ま
た

そ
の

人
達

の
間

で
は

好

印
象

を
も

つ
服

装
に

は
ど

の
様

な
差

が
あ

る
の

か
。

な
ぜ

人
間

は
服

装
や

第
一

印
象

で
こ

の
人

は
優

し
そ

う
、

怖
そ

う
な

ど
と

思
っ

た
り

、
そ

の
人

に
好

印
象

を
持

っ
た

り
す

る
の

か
。

多
数

の
人

た
ち

か
ら

好
印

象
を

受
け

や
す

い
服

装
の

共
通

点
と

は
何

が
あ

る
の

か
。

男
女

で
好

感
を

持
ち

や
す

い
フ

ァ
ッ

シ
ョ
ン

の
系

統
に

差
は

あ
る

の
か

。
ま

た
大

衆
の

人
た

ち
に

好
印

象
を

持
っ

て
も

ら
え

る
フ

ァ
ッ

シ
ョ
ン

と
は

ど

の
様

な
ポ

イ
ン

ト
が

あ
る

の
か

。
好

印
象

と
服

装
の

流
行

(ト

レ
ン

ド
)と

の
関

連
性

は
あ

る
の

か
。

 

こ
れ

ら
を

全
校

ア
ン

ケ
ー

ト
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

の
調

査
で

研
究

す
る

。
 

 ３
．

探
究

結
果

 

今
回

全
校

生
徒

(1
2
7
人

)に
向

け
て

ア
ン

ケ
ー

ト
を

行
な

っ

た
。

 

・
あ

な
た

は
フ

ァ
ッ

シ
ョ
ン

に
興

味
が

あ
り

ま
す

か
？

 

・
異

性
の

好
き

な
服

装
の

系
統

は
何

で
す

か
？

 

・
あ

な
た

は
道

に
迷

っ
て

い
ま

す
。

ど
ち

ら
の

女
性

に
道

を

尋
ね

ま
す

か
？

 

こ
の

三
つ

の
質

問
を

全
校

生
徒

に
回

答
し

て
も

ら
っ

た
。

 

あ
な

た
は

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

に
興

味
を

持
っ

て
い

ま
す

か
？

と

い
う
質

問
で

は
約

7
.5

割
の

人
が

興
味

が
あ

る
と

回
答

し

た
。

こ
の

事
か

ら
か

な
り

多
く

の
人

た
ち

が
フ

ァ

ッ
シ

ョ
ン

に
気

を
使

っ

て
い

る
こ

と
が

分
か

っ

た
。

 

 異
性

の
好

き
な

服
装

の
系

統
(今

回
は

ノ
ー

ム
コ

ア
、

ア
メ

リ
カ

カ
ジ

ュ
ア

ル
、

モ

ー
ド

、
ス

ト
リ
ー

ト
、

そ
の

他
の

系
統

、
と

5
つ

の
系

統
に

分

け
て

質
問

を
行

っ
た

)は
ノ

ー
ム

コ
ア

と
い

う
シ

ン
プ

ル
目

で

清
潔

感
の

あ
る

服
装

(今
回

は
清

潔
感

を
柄

の
入

っ
て

い

な
い

無
地

の
服

、
ビ

ジ
ネ

ス
寄

り
の

ア
イ

テ
ム

と
す

る
。

)が

4
.5

割
と

ほ
ぼ

半
分

が
ノ

ー
ム

コ
ア

の
服

装
に

好
印

象
を

持

っ
て

い
る

と
言

え
る

。
だ

が
現

在
の

流
行

で
あ

る
個

性
の

強

い
ス

ト
リ
ー

ト
が

2
.7

割
と

い
う
結

果
に

な
っ

た
。

こ
れ

は
流

行

に
よ

っ
て

好
印

象
を

持
つ

系
統

が
左

右
さ

れ
て

い
る

結
果

と
な

り
好

印
象

と
流

行
は

少
し

関
係

が
あ

る
と

言
え

る
結

果

が
得

ら
れ

た
。

少
数

だ
が

派
手

な
服

装
で

あ
る

モ
ー

ド
、

ア

メ
リ
カ

カ
ジ

ュ
ア

ル
を

好
む

人
が

い
る

事
も

分
か

っ
た

。
 

 

     ノ
ー

ム
コ

ア
の

イ
メ

ー
ジ

(左
) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ア
メ

リ
カ

ン
カ

ジ
ュ

ア
ル

の
イ

メ
ー

ジ
（
右

）
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ど
基

礎
的

な
こ

と
を

中
心

に
、

グ
ラ

ブ
作

り
の

応
用

ま
で

さ

ま
ざ

ま
な

こ
と

を
学

ん
だ

。
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ラ

ブ
に

つ
い

て

は
、

お
客

さ
ん

の
要

望
を

細
か

に
聞

き
、

プ
レ

ー
し

て
い

る

姿
を

み
る

こ
と

が
と

て
も

大
切

で
あ

り
、

さ
ら

に
、

今
ま

で
の

常
識

に
と

ら
わ

れ
ず

、
ど

ん
な

こ
と

に
も

挑
戦

し
て

試
行

誤

し
て

い
く

こ
と

が
重

要
で

あ
る

と
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

た
。

 

 
今

回
の

活
動

で
は

、
エ

ー
ス

の
早

嶋
選

手
と

最
年

少
の

箕
輪

（
み

の
わ

）
選

手
の

2
人

の
グ

ラ
ブ

を
製

作
し

た
。

私

は
早

嶋
選

手
の

時
は

案
を

出
し

ま
し

た
が

現
在

使
っ

て
い

る
も

の
と

大
差

が
な

か
っ

た
た

め
、

採
用

さ
れ

な
か

っ
た

。

し
か

し
、

箕
輪

選
手

の
時

は
自

分
の

意
見

が
採

用
さ

れ
、

実
際

に
グ

ラ
ブ

製
作

に
携

わ
る

こ
と

が
で

き
た

。
 

エ
ー

ス
の

早
嶋

選
手

は
生

ま
れ

つ
き

左
手

首
か

ら
先

が
な

く
、

投
球

時
は

グ
ラ

ブ
の

ウ
ェ

ブ
に

左
手

首
を

通
し

て
い

た
。

し
か

し
グ

ラ
ブ

が
落

ち
な

い
よ

う
に

意
識

し
て

投
げ

る
と

フ
ォ

ー
ム

が
崩

れ
、

右
肘

を
痛

め
て

し
ま

っ
た

。
早

嶋
選

手

は
世

界
大

会
に

出
場

し
、

M
V

P
に

選
ば

れ
る

ほ
ど

の
選

手
。

今
後

も
さ

ら
な

る
活

躍
の

た
め

、
身

体
障

が
い

者
野

球
の

発
展

の
た

め
に

今
回

製
作

す
る

こ
と

に
し

た
。

製
作

し
た

グ
ラ

ブ
は

手
口

を
大

き
く

し
、

中
の

指
袋

を
調

整
。

ま

た
背

面
に

左
腕

を
入

れ
る

ポ
ケ

ッ
ト
を

作
り

、
揺

ら
し

て
も

落

ち
な

い
設

計
に

し
た

。
刺

繍
に

は
唯

一
夢

二
と

い
う
言

葉

を
い

れ
、

世
界

に
一

つ
だ

け
の

グ
ラ

ブ
製

作
、

そ
し

て
夢

へ
の

挑
戦

と
い

う
二

つ
の

思
い

を
込

め
た

グ
ラ

ブ
に

な
っ

た
。

そ
し

て
も

う
一

人
の

箕
輪

選
手

は
生

ま
れ

つ
き

握
力

が
弱

く
、

市
販

の
グ

ラ
ブ

で
は

重
く

大
き

い
た

め
、

グ
ラ

ブ

が
落

ち
た

り
ボ

ー
ル

が
取

れ
な

か
っ

た
り

と
問

題
が

あ
っ

た
。

箕
輪

選
手

は
最

年
少

で
あ

り
今

後
の

活
躍

へ
の

期

待
、

身
体

障
が

い
者

野
球

の
発

展
の

た
め

に
今

回
製

作

す
る

こ
と

に
し

た
。

製
作

し
た

グ
ラ

ブ
は

皮
を

軟
式

グ
ラ

ブ

よ
り

さ
ら

に
薄

く
し

、
捕

球
面

の
皮

の
形

、
枚

数
を

調
整

し
、

閉
じ

や
す

い
設

計
に

。
ま

た
、

ウ
ェ

ブ
に

返
し

を
作

る
こ

と

で
逆

シ
ン

グ
ル

の
打

球
も

落
と

す
こ

と
な

く
取

る
こ

と
が

で
き

る
。

そ
し

て
手

口
に

バ
ン

ド
を

つ
け

る
こ

と
で

、
グ

ロ
ー

ブ
そ

の
も

の
を

落
と

さ
な

い
よ

う
に

し
た

。
私

は
手

口
に

バ
ン

ド
を

つ
け

る
と

い
う
意

見
を

出
し

た
。

 

 4
.結

論
 

 
グ

ラ
ブ

職
人

に
な

る
に

は
常

に
グ

ラ
ブ

の
こ

と
を

考
え

、

常
に

学
ぶ

姿
勢

で
修

行
に

当
た

る
た

め
、

相
当

な
努

力
と

忍
耐

力
が

必
要

で
あ

る
と

い
う
こ

と
が

分
か

っ
た

。
ま

た
グ

ラ

ブ
に

関
す

る
知

識
も

必
要

で
あ

る
と

学
ん

だ
の

で
、

勉
強

し
て

い
き

た
い

。
 

オ
リ
ジ

ナ
ル

の
グ

ラ
ブ

を
作

る
に

あ
た

っ
て

、
大

切
な

の
は

常
識

に
と

ら
わ

れ
な

い
こ

と
と

試
行

錯
誤

を
繰

り
返

す
こ

と

だ
と

い
う
こ

と
が

分
か

っ
た

の
で

、
日

頃
か

ら
い

ろ
ん

な
こ

と

に
関

心
を

も
っ

て
生

活
し

て
い

き
た

い
。

 

 協
力

者
 

・
岡

山
桃

太
郎

 
早

嶋
選

手
 

箕
輪

選
手

 

・
（
株

）
タ

カ
ギ

ス
ポ

ー
ツ

 
森

川
氏

 

   

  

「
オ

ン
リ
ー

ワ
ン

の
グ

ラ
ブ

職
人

に
な

る
に

は
」
 

3
年

2
組

 
藤

原
 

鉄
朗

 

１
.探

究
動

機
 

 
ま

ず
初

め
に

、
今

回
の

テ
ー

マ
に

関
わ

る
話

を
す

る
。

 

 
私

が
所

属
し

て
い

る
野

球
部

で
は

、
身

体
障

が
い

者
野

球
チ

ー
ム

の
岡

山
桃

太
郎

と
交

流
が

あ
る

。
交

流
の

始
ま

り
は

3
年

前
の

西
日

本
豪

雨
の

際
に

練
習

場
所

が
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

岡
山

桃
太

郎
に

練
習

場
所

の
提

供
と

し
て

2

0
1
9
年

の
秋

に
交

流
試

合
を

し
た

こ
と

が
き

っ
か

け
だ

。
私

た
ち

は
交

流
を

す
る

際
、

沢
山

の
活

動
を

し
た

。
中

で
も

1

番
の

大
き

な
活

動
は

オ
リ
ジ

ナ
ル

の
グ

ラ
ブ

製
作

だ
。

私

は
自

分
の

体
に

合
わ

な
い

グ
ラ

ブ
を

使
い

、
ス

ト
レ

ス
を

抱

え
て

い
る

選
手

が
い

る
こ

と
を

知
っ

た
。

そ
こ

で
野

球
部

の

チ
ー

ム
の

み
ん

な
で

意
見

を
出

し
合

い
、

岡
山

市
の

株
式

会
社

タ
カ

ギ
ス

ポ
ー

ツ
と

協
力

し
、

世
界

に
一

つ
だ

け
の

オ
リ
ジ

ナ
ル

の
グ

ラ
ブ

を
作

っ
た

。
 

 
そ

の
他

の
活

動
は

、
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

を
行

い
、

グ
ラ

ブ
製

作
に

か
か

る
費

用
や

活
動

で
必

要
な

資
金

の

援
助

を
受

け
た

。
ま

た
、

グ
ラ

ブ
を

作
る

と
き

に
で

る
廃

棄
さ

れ
る

端
切

れ
を

使
い

、
ブ

レ
ス

レ
ッ

ト
を

つ
く
っ

て
ク

ラ
ウ

ド

フ
ァ

ン
デ

ィ
ン

グ
の

返
礼

品
を

作
っ

た
。

廃
棄

さ
れ

る
端

切

れ
を

再
利

用
す

る
こ

と
で

、
S
D

G
sの

「
ゴ

ミ
を

減
ら

す
活

動
、

つ
く

る
責

任
」
に

も
当

て
は

る
た

め
、

S
D

G
sに

つ
い

て

も
考

え
る

機
会

に
な

っ
た

。
 

私
は

中
学

一
年

生
の

こ
ろ

自
分

の
グ

ラ
ブ

を
直

し
た

際
に

最
初

は
上

手
く

い
か

な
か

っ
た

け
ど

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
で

調
べ

て
う
ま

く
直

せ
る

よ
う
に

な
り

、
楽

し
く

て
色

々
調

べ
て

い
く

と
気

づ
け

ば
グ

ラ
ブ

が
好

き
に

な
っ

て
い

っ
た

。
そ

こ

で
、

将
来

は
誰

に
で

も
使

っ
て

も
ら

え
る

万
能

型
の

グ
ラ

ブ

職
人

に
な

り
た

い
と

思
っ

て
い

た
。

し
か

し
、

岡
山

桃
太

郎

さ
ん

と
の

交
流

を
通

し
て

、
世

界
に

一
つ

の
オ

リ
ジ

ナ
ル

グ

ラ
ブ

の
製

作
に

携
わ

る
中

で
、

自
分

が
作

る
道

具
で

身
体

障
が

い
者

野
球

の
支

援
を

し
、

障
が

い
者

の
方

一
人

ひ
と

り
に

あ
う
グ

ラ
ブ

を
提

供
で

き
る

グ
ラ

ブ
職

人
に

な
り

た
い

と

思
い

探
究

を
し

た
。

 

 2
.探

究
手

法
 

 
グ

ラ
ブ

を
作

る
に

は
グ

ラ
ブ

職
人

に
な

ら
な

い
と

い
け

な

い
の

で
、

グ
ラ

ブ
職

人
に

な
る

方
法

を
知

る
た

め
、

ま
た

オ

リ
ジ

ナ
ル

グ
ラ

ブ
の

製
作

に
つ

い
て

、
将

来
自

分
が

製
作

す
る

際
の

参
考

に
す

る
た

め
、

職
人

の
工

夫
や

ア
イ

デ
イ

ア
、

ど
ん

な
こ

と
に

苦
労

し
た

か
な

ど
事

細
か

に
教

え
て

い

た
だ

く
た

め
タ

カ
ギ

ス
ポ

ー
ツ

に
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
に

行
く

こ
と

だ
。

 

 3
.探

究
結

果
 

 
グ

ラ
ブ

職
人

に
な

る
に

は
、

職
人

の
元

で
修

行
す

る
必

要
が

あ
り

、
一

人
で

完
璧

な
グ

ラ
ブ

を
作

る
ま

で
に

2
年

以

上
は

か
か

る
そ

う
だ

。
ま

た
、

な
ぜ

こ
れ

は
売

れ
る

ん
だ

ろ

う
、

な
ぜ

こ
の

グ
ラ

ブ
が

人
気

な
の

だ
ろ

う
、

こ
の

製
品

を
作

る
工

程
は

ど
の

よ
う
な

感
じ

な
の

だ
ろ

う
な

ど
、

日
頃

か
ら

グ

ラ
ブ

に
関

心
を

も
つ

こ
と

が
大

切
だ

と
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

た
。

ま
た

、
グ

ラ
ブ

に
関

す
る

知
識

は
な

い
と

ダ
メ

だ
と

の
こ

と
な

の
で

、
軟

式
と

硬
式

グ
ラ

ブ
の

違
い

、
革

に
つ

い
て

な

－82－



  

 
介

護
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
は

、
介

護
す

る
人

を
助

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
画

像
③

「
ロ

ボ
ッ

ト
 

フ
ォ

ー
 

イ
ン

タ
ラ

ク
テ

ィ
ブ

 
ボ

デ
ィ

 
ア

シ
ス

タ
ン

ス
」と

い
う
ロ

ボ
ッ

ト
が

開
発

さ
れ

、
人

間

タ
イ

プ
の

両
腕

に
よ

り
、

一
連

の
移

乗
作

業
を

行
う
こ

と
が

で
き

、
リ
ハ

ビ
リ
の

負
担

を
軽

減
さ

せ
て

く
れ

る
。

腕
を

広
範

囲
に

覆
う
高

精
度

触
感

セ
ン

サ
ー

を
利

用
し

た
ロ

ボ
ッ

ト
操

作
機

能
、

情
報

処
理

の
高

速
化

に
よ

り
、

ロ
ボ

ッ
ト
全

体
を

統
制

し
た

動
作

が
可

能
な

分
散

情
報

処
理

な
ど

の
特

徴

を
持

つ
。

 

 
こ

れ
か

ら
は

、
ロ

ボ
ッ

ト
が

担
う
部

分
と

人
間

が
担

う
部

分

に
分

か
れ

て
く

る
。

ロ
ボ

ッ
ト
が

担
う
部

分
は

、
「筋

電
図

か

ら
の

疾
患

を
分

析
」「

姿
勢

を
分

析
」「

使
え

て
な

い
筋

肉
の

特
定

」「
歩

行
分

析
」「

治
療

方
針

」な
ど

で
あ

る
。

 

 
そ

れ
に

対
し

て
、

人
間

が
担

う
部

分
は

、
「患

者
さ

ん
の

心
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

」「
患

者
さ

ん
一

人
一

人
の

環
境

を

考
慮

し
、

適
切

な
リ
ハ

ビ
リ
」「

リ
ハ

ビ
リ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
最

終

判
断

」な
ど

で
あ

る
。

 

 
こ

れ
ら

を
踏

ま
え

て
、

私
が

今
後

実
現

す
れ

ば
い

い
と

思

う
ロ

ボ
ッ

ト
は

、
「強

制
歩

行
ロ

ボ
ッ

ト
」で

あ
る

。
こ

の
ロ

ボ
ッ

ト
は

歩
く

の
に

バ
ラ

ン
ス

が
取

れ
な

い
方

な
ど

に
強

制
的

に

転
げ

な
い

よ
う
に

し
て

前
に

歩
か

せ
る

よ
う
に

す
る

も
の

だ
。

そ
う
す

る
事

で
、

少
し

ず
つ

慣
れ

て
い

き
、

バ
ラ

ン
ス

よ
く

歩

け
る

よ
う
に

な
る

と
考

え
る

。
 

 
訪

問
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

で
働

い
て

い
る

理
学

療
法

士

に
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
し

た
と

こ
ろ

、
今

後
ほ

し
い

ロ
ボ

ッ
ト
は

、

「訪
問

リ
ハ

ビ
リ
の

際
に

手
軽

に
持

ち
運

び
が

可
能

な
ロ

ボ

ッ
ト
」と

い
う
こ

と
だ

。
訪

問
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

と
は

、
主

治

医
が

必
要

と
認

め
た

場
合

に
、

理
学

療
法

士
、

作
業

療
法

士
、

言
語

聴
覚

士
が

利
用

者
の

自
宅

を
訪

問
し

、
心

身
の

機
能

の
維

持
・回

復
、

日
常

生
活

の
自

立
を

支
援

す
る

た

め
に

、
理

学
療

法
、

作
業

療
法

等
の

リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
サ

ー
ビ

ス
の

こ
と

だ
。

ま
た

、
介

護
す

る
家

族
へ

の

ア
ド

バ
イ

ス
・相

談
も

行
っ

て
い

る
。

こ
の

ロ
ボ

ッ
ト
が

実
現

す
れ

ば
、

理
学

療
法

士
の

肉
体

労
働

の
削

減
が

可
能

と

な
り

、
負

担
を

軽
く

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 ４
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結
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近

年
、

世
界

的
に

再
生

医
療

が
注

目
さ

れ
て

い
る

が
、

脳
卒

中
の

再
生

医
療

の
治

療
後

に
ロ

ボ
ッ

ト
を

利
用

し
た

リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
こ

と
で

相
乗

効
果

が
期

待
さ

れ

て
い

る
。

ま
た

、
誰

で
も

必
要

な
医

療
行

為
を

受
け

る
た

め

に
支

払
わ

れ
る

費
用

は
診

療
報

酬
と

呼
ば

れ
、

今
ま

で
は

ロ
ボ

ッ
ト
を

使
用

し
た

反
復

練
習

を
行

う
こ

と
は

認
め

ら
れ

て
い

な
か

っ
た

。
し

か
し

、
20

20
年

の
診

療
報

酬
改

定
で

は
ロ

ボ
ッ

ト
を

使
用

す
る

こ
と

で
の

機
能

回
復

が
認

め
ら

れ
、

ロ
ボ

ッ
ト
リ
ハ

が
推

進
さ

れ
る

項
目

が
追

加
さ

れ
た

。
 

  
  
一

般
用

の
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
も

テ
レ

ビ
C

M
で

流
れ

る
よ

う

に
な

り
、

今
後

、
様

々
な

ロ
ボ

ッ
ト
が

普
及

し
、

ロ
ボ

ッ
ト
を

利

用
し

た
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

も
広

が
っ

て
い

く
と

考
え

る
。

 

  
  
脳

や
体

の
機

能
の

研
究

が
進

み
、

ロ
ボ

ッ
ト
と

の
相

乗

効
果

が
期

待
さ

れ
、

各
分

野
で

の
研

究
や

開
発

が
進

ん

で
い

る
。

ロ
ボ

ッ
ト
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

で
は

、
ロ

ボ
ッ

ト
を

利
用

し
正

し
い

動
作

が
反

復
し

て
行

え
る

こ
と

が
メ

リ
ッ

ト
で

あ
り

、
脳

卒
中

や
骨

折
後

、
内

科
的

疾
患

で
体

力
が

落
ち

た
方

な
ど

様
々

な
方

に
対

し
効

果
が

認
め

ら
れ

て
い

る
。

 

  
 し

か
し

、
あ

く
ま

で
も

ロ
ボ

ッ
ト
は

利
用

す
る

も
の

で
あ

り
、

利
用

す
る

た
め

に
リ
ハ

ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン

の
技

術
や

知
識

が

重
要

と
な

る
。

し
っ

か
り

と
基

礎
を

学
び

つ
つ

、
最

先
端

に

対
応

で
き

る
セ

ラ
ピ

ス
ト
を

目
指

し
て

い
き

た
い

。
 

 協
力

者
 

理
学

療
法

士
 

守
谷

さ
ん

 

 

  

「
ロ

ボ
ッ

ト
を

活
用

し
て

最
適

な
リ
ハ

ビ
リ
を

す
る

に
は

」 

3年
3組

 
中

本
 

美
涼

 

 １
．

探
究

動
機

 

 
私

は
将

来
、

理
学

療
法

士
を

目
指

し
て

い
る

。
理

学
療

法
士

の
事

を
調

べ
て

み
る

と
「ロ

ボ
ッ

ト
が

リ
ハ

ビ
リ
を

す
る

時
代

が
来

る
」と

い
う
記

事
を

見
た

。
そ

の
記

事
に

は
、

今

後
ロ

ボ
ッ

ト
が

導
入

さ
れ

、
徐

々
に

機
械

化
が

進
む

と
ロ

ボ

ッ
ト
が

理
学

療
法

士
の

仕
事

を
す

る
の

も
近

い
と

い
う
も

の

だ
っ

た
。

今
は

理
学

療
法

士
が

時
間

を
か

け
て

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

っ
て

患
者

さ
ん

に
合

っ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

計

画
し

て
い

る
の

に
対

し
て

、
ロ

ボ
ッ

ト
は

表
情

や
会

話
の

中

か
ら

心
の

状
態

を
推

測
し

、
ケ

ア
を

す
る

の
は

難
し

い
と

考

え
る

。
し

か
し

、
ロ

ボ
ッ

ト
を

上
手

く
活

用
す

る
と

今
よ

り
も

い

い
治

療
を

患
者

さ
ん

に
行

う
こ

と
が

で
き

、
効

率
が

良
く

な

る
と

思
う
の

で
、

ロ
ボ

ッ
ト
の

理
学

療
法

の
活

用
に

つ
い

て

気
に

な
り

調
べ

る
こ

と
に

し
た

。
 

 ２
．

探
究

手
法

 
 

 
ま

ず
、

現
在

、
理

学
療

法
に

活
用

す
る

ロ
ボ

ッ
ト
に

つ
い

て
ど

ん
な

も
の

が
あ

る
か

を
ネ

ッ
ト
等

で
調

べ
る

。
つ

ぎ
に

、

理
学

療
法

の
現

場
で

、
ロ

ボ
ッ

ト
が

担
う
部

分
と

人
間

が
担

う
部

分
に

つ
い

て
何

が
あ

る
か

に
い

て
考

え
る

。
さ

ら
に

、

ど
ん

な
ロ

ボ
ッ

ト
が

あ
れ

ば
リ
ハ

ビ
リ
の

質
を

上
げ

、
仕

事
を

効
率

よ
く

行
う
こ

と
が

で
き

る
の

か
を

理
学

療
法

士
に

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

す
る

。
そ

う
し

て
、

ロ
ボ

ッ
ト
を

活
用

し
た

理
学

療

法
の

未
来

と
、

理
学

療
法

士
の

在
り

方
に

つ
い

て
解

明
し

て
い

く
。
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①
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私

が
実

現
し

た
い

医
学

療
法

の
未

来
像

は
、

理
学

療
法

士
や

医
師

、
義

肢
装

具
士

、
工

学
者

な
ど

と
共

に
現

場
で

働
き

、
“患

者
さ

ん
に

寄
り

添
う
ロ

ボ
ッ

ト
”を

活
用

で
き

る
と

こ
ろ

に
あ

る
。

 

 
今

あ
る

リ
ハ

ビ
リ
ロ

ボ
ッ

ト
は

、
「練

習
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
」「

自

立
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
」「

介
護

支
援

ロ
ボ

ッ
ト
」な

ど
が

あ
る

。
ど

う

い
う
も

の
か

紹
介

す
る

。
 

 
練

習
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
は

、
患

者
さ

ん
の

練
習

を
助

け
る

こ
と

が
で

き
る

。
画

像
①

「ウ
ェ

ル
ウ

ォ
ー

ク
」と

い
う
ロ

ボ
ッ

ト
が

開
発

さ
れ

、
効

率
的

な
歩

行
練

習
を

提
供

す
る

事
が

可
能

に
な

っ
た

。
歩

行
が

改
善

す
る

期
間

の
短

縮
、

歩
行

が
改

善
す

る
効

率
の

向
上

な
ど

の
報

告
が

さ
れ

て
い

る
。

 

 
自

立
支

援
ロ

ボ
ッ

ト
は

、
患

者
さ

ん
の

自
立

し
た

生
活

を

助
け

る
こ

と
が

で
き

る
。

画
像

②
「自

立
支

援
型

ア
シ

ス
タ

ン
ト
ロ

ボ
ッ

ト
」が

開
発

さ
れ

、
患

者
さ

ん
の

状
態

を
検

知

し
、

足
り

な
い

力
を

モ
ー

タ
ー

ア
シ

ス
ト
し

て
く
れ

る
。

ま
た

、

「み
ま

も
り

シ
ス

テ
ム

」に
よ

り
、

ベ
ッ

ド
の

上
の

呼
吸

数
、

体

動
の

検
知

の
よ

る
夜

間
の

異
常

の
早

期
発

見
を

支
援

す

る
こ

と
も

で
き

る
。

 

－83－



  

知
り

で
人

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

る
の

が
苦

手
だ

っ

た
。

地
域

協
働

探
究

の
授

業
を

と
っ

た
の

は
、

こ
の

性

格
を

直
し

た
か

っ
た

の
も

あ
る

。
そ

し
て

、
接

客
の

仕
事

は
必

ず
お

客
様

と
関

わ
る

の
で

私
の

苦
手

意
識

も
減

っ

て
い

っ
た

。
ま

た
、

お
店

の
印

象
は

店
内

の
雰

囲
気

だ

け
で

な
く

店
員

の
愛

想
な

ど
も

含
ま

れ
て

い
る

の
だ

と
知

っ
た

。
店

員
の

接
客

が
店

の
雰

囲
気

に
つ

な
が

る
こ

と

が
接

客
の

仕
事

の
中

で
も

重
要

な
こ

と
だ

と
分

か
っ

た
。

２
つ

目
は

報
・
連

・
相

の
重

要
さ

だ
。

私
は

備
前

化
成

研

究
所

で
工

場
の

見
学

時
に

、
工

場
の

仕
事

を
潤

滑
に

回
す

に
は

ど
う
し

た
ら

い
い

の
か

話
を

き
い

た
。

備
前

化

成
研

究
所

で
は

外
国

か
ら

来
た

方
も

多
く

働
い

て
い

た
。

若
い

方
が

技
術

を
学

び
に

く
る

た
め

数
年

で
新

し

い
方

と
入

れ
替

わ
る

そ
う
だ

。
ま

た
工

場
に

は
通

訳
の

人
は

お
ら

ず
私

は
始

め
ど

の
よ

う
に

仕
事

を
滞

り
な

く
ま

わ
し

て
い

る
の

か
疑

問
だ

っ
た

。
見

学
を

し
て

い
る

と
、

社
員

の
方

が
１
つ

の
作

業
を

行
っ

た
後

必
ず

2
人

で
確

認
し

た
り

紙
に

チ
ェ

ッ
ク

し
た

り
、

な
に

か
起

き
れ

ば
す

ぐ

に
上

司
に

報
告

を
す

る
と

い
っ

た
こ

と
を

ど
の

従
業

員
の

方
も

し
て

お
り

驚
い

た
。

ま
た

、
朝

の
朝

礼
で

1
人

ず
つ

そ
の

日
の

す
る

仕
事

内
容

を
口

頭
で

説
明

す
る

こ
と

で

作
業

を
明

確
に

す
る

の
と

、
各

々
の

仕
事

に
対

す
る

責

任
を

持
た

せ
る

と
い

う
意

図
が

あ
る

こ
と

に
も

驚
い

た
。

３

つ
目

は
自

分
の

意
見

を
相

手
に

伝
え

れ
る

よ
う
に

す
る

と
い

う
こ

と
だ

。
作

業
中

に
話

し
か

け
る

際
に

私
は

よ
く

分
か

ら
な

い
こ

と
を

聞
き

に
行

っ
た

。
そ

う
す

る
と

小
さ

な

ミ
ス

も
大

き
く

な
る

前
に

防
げ

る
と

い
う
こ

と
も

学
ん

だ
。

 

４
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結
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私
が

地
域

協
働

探
究

で
得

た
こ

と
は

、
働

く
上

で
人

と

関
わ

る
の

は
必

要
不

可
欠

だ
と

い
う
こ

と
。

自
分

だ
け

で

は
仕

事
を

達
成

で
き

な
い

し
、

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
で

仕
事

を
円

滑
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

自
分

が
思

わ
な

い
と

こ
ろ

で
人

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
成

果
を

結
ぶ

こ
と

も
あ

る
。

私
は

日
本

の
「
チ

ー
ム

で
働

く
」

と
い

う
考

え
方

は
と

て
も

い
い

と
思

う
。

そ
し

て
、

こ
の

発

見
を

し
た

こ
と

で
海

外
の

働
き

方
に

も
興

味
が

出
て

き

た
。

特
に

海
外

の
先

進
国

、
ド

イ
ツ

な
ど

は
個

人
の

仕

事
以

外
は

手
伝

わ
な

い
、

と
い

う
考

え
方

が
あ

る
よ

う

だ
。

一
見

、
冷

た
い

と
思

う
が

仕
事

を
効

率
よ

く
行

い
、

残
業

な
ど

を
し

な
い

働
き

方
は

あ
る

意
味

日
本

と
真

逆

だ
。

地
域

協
働

探
究

に
参

加
し

な
け

れ
ば

、
こ

の
よ

う
な

疑
問

を
持

つ
こ

と
も

な
か

っ
た

だ
ろ

う
。

地
域

協
働

探
究

は
、

こ
う
し

た
学

校
生

活
で

は
気

づ
け

な
い

、
意

識
し

な

い
こ

と
に

も
気

づ
け

、
実

際
に

働
い

て
み

る
こ

と
で

肌
で

感
じ

ら
れ

る
こ

と
が

数
多

く
あ

る
。

社
会

に
出

る
前

に

色
々

な
事

業
所

の
方

と
会

え
た

こ
と

は
自

分
に

と
っ

て

す
ご

く
大

き
な

こ
と

だ
。

結
論

と
し

て
私

は
、

和
気

閑
谷

高
校

で
地

域
協

働
探

究
を

選
ん

だ
こ

と
は

、
自

分
に

と

っ
て

大
き

な
成

長
を

与
え

て
く
れ

る
、

貴
重

な
経

験
と

な

っ
た

。
 

    

  

「
地

域
協

働
探

究
で

学
ん

だ
こ

と
と

考
え

た
こ

と
」
 

3
年

4
組

 
山

﨑
 

明
 

 １
．

探
究

動
機

 

 
私

が
こ

の
探

究
テ

ー
マ

に
し

た
理

由
は

、
3
年

間
の

高

校
生

活
を

終
え

る
う
え

で
自

分
が

和
気

閑
谷

高
等

学
校

の
キ

ャ
リ
ア

探
求

科
に

入
学

し
て

何
が

得
ら

れ
た

の
か

、

ふ
と

考
え

て
み

た
か

ら
だ

。
そ

し
て

答
え

を
出

す
に

は
時

間
が

必
要

だ
と

思
い

閑
谷

学
の

時
間

を
使

っ
て

探
究

し

よ
う
と

考
え

た
。

更
に

こ
の

探
究

を
完

成
さ

せ
る

こ
と

で
、

こ
れ

か
ら

の
人

生
で

も
生

か
し

た
い

と
も

考
え

た
。

そ
し

て
自

分
は

2
年

生
か

ら
地

域
協

働
探

究
に

参
加

し
、

様
々

な
事

業
所

を
訪

問
し

、
様

々
な

仕
事

を
体

験
し

た
。

中
学

生
の

頃
に

行
っ

た
職

場
見

学
と

は
違

い
、

高

校
生

の
今

だ
か

ら
気

づ
け

た
こ

と
も

多
か

っ
た

。
私

が
高

校
生

活
で

特
に

力
を

入
れ

て
取

り
組

ん
だ

地
域

協
働

探
究

は
、

テ
ー

マ
と

し
て

最
適

だ
っ

た
。

ま
た

、
１
つ

の

事
業

所
で

の
活

動
が

終
わ

っ
た

後
に

行
う
振

り
返

り
の

時
間

で
は

、
違

う
事

業
所

に
行

っ
た

人
た

ち
の

活
動

報

告
も

聞
く

こ
と

が
で

き
、

私
の

体
験

と
比

較
で

き
た

の
も

良
か

っ
た

。
 

 ２
．

探
究

手
法

 

 
地

域
協

働
探

究
に

は
3
年

生
か

ら
選

択
授

業
で

参
加

し
た

。
学

校
付

近
の

事
業

所
か

ら
少

し
遠

く
の

所
へ

も

い
け

る
。

私
は

3
回

の
職

場
体

験
で

今
ま

で
自

分
が

行

っ
た

職
場

体
験

の
活

動
報

告
書

を
見

直
し

て
ま

と
め

、

そ
こ

か
ら

何
を

学
ん

だ
か

考
え

て
み

た
。

私
が

地
域

協

働
探

究
を

選
ん

だ
の

は
1
年

生
の

と
き

、
地

域
協

働
探

究
を

と
っ

た
先

輩
方

の
発

表
を

聞
い

て
、

新
し

い
事

に

挑
戦

し
て

み
た

か
っ

た
の

と
自

分
の

進
路

が
就

職
だ

っ

た
の

で
高

校
生

活
の

中
で

働
く
こ

と
を

体
験

し
た

か
っ

た
か

ら
だ

。
そ

こ
で

先
輩

方
の

話
を

聞
き

、
私

も
地

域
に

あ
る

お
店

で
体

験
学

習
を

し
、

学
校

外
で

の
学

習
に

と

り
く

ん
だ

。
そ

し
て

取
り

組
ん

だ
内

容
、

学
ん

だ
こ

と
や

発

見
、

次
に

生
か

し
た

い
こ

と
な

ど
を

ノ
ー

ト
に

書
き

、
地

域

協
働

探
究

の
授

業
で

他
の

事
業

所
に

行
っ

た
人

同
士

で
集

ま
り

、
結

果
を

報
告

し
あ

っ
た

。
そ

し
て

、
全

て
の

就
業

体
験

が
終

わ
っ

た
後

、
ス

ラ
イ

ド
を

作
り

プ
レ

ゼ
ン

を
し

た
。

こ
れ

は
中

間
発

表
の

時
に

発
表

し
た

が
私

は

そ
こ

か
ら

ま
た

テ
ー

マ
を

変
え

こ
の

探
究

に
定

ま
っ

た
。

 

 ３
．

探
究

結
果

 

私
は

昨
年

と
今

年
の

計
3
回

(緊
急

事
態

宣
言

時
の

校

内
就

業
体

験
の

図
書

館
は

除
く

)で
多

く
の

こ
と

を
学

ん

だ
。

大
き

く
3
つ

に
分

け
る

。
1
つ

目
は

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
の

大
切

さ
だ

。
私

は
３
つ

の
事

業
所

の
う
ち

２
ヵ

所
で

接
客

の
仕

事
に

携
わ

せ
て

も
ら

っ
た

。
私

は
元

々
人

見

－84－



  

そ
ん

な
時

に
ど

の
よ

う
に

し
て

モ
チ

ベ
ー

シ
ョ
ン

を
保

ち
仕

事
を

続
け

て
い

け
る

か
、

何
を

楽
し

み
に

働
い

て
い

く
の

か
。

そ
れ

を
見

つ
け

て
い

く
事

も
大

切
だ

。
 

ま
た

、
自

分
の

し
た

い
仕

事
や

行
き

た
い

企
業

に
い

け
た

人
で

も
、

続
け

て
い

く
中

で
飽

き
て

き
た

り
、

嫌
に

な
っ

て
し

ま
う
事

も
あ

る
は

ず
だ

。
そ

れ
で

も
働

き
続

け
て

い
く

為
の

忍
耐

力
を

身
に

つ
け

て
い

く
事

が
必

要
だ

と
考

え
る

。
な

の

で
ま

ず
は

、
自

分
の

し
た

い
と

思
え

る
こ

と
を

見
つ

け
、

そ

の
仕

事
に

つ
け

る
よ

う
努

力
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

だ
と

強
く

感
じ

て
い

る
。

 

 
最

後
に

必
要

だ
と

思
う
力

は
「
自

己
管

理
能

力
」
だ

。
私

は
こ

の
力

が
1
番

必
要

だ
と

考
え

た
。

仕
事

は
学

校
と

違
い

遅
刻

や
休

ん
だ

り
を

簡
単

に
す

る
こ

と
は

絶
対

に
出

来
な

い
。

仮
に

し
た

と
し

て
も

周
り

に
大

き
な

迷
惑

を
か

け
、

信

用
・
信

頼
を

失
っ

て
い

く
は

ず
だ

。
 

ま
た

、
高

校
を

卒
業

し
て

一
人

暮
ら

し
を

し
て

い
く

人
も

多

い
だ

ろ
う
。

一
人

暮
ら

し
を

す
る

と
、

今
ま

で
親

に
起

こ
し

て

も
ら

っ
て

い
た

人
は

自
分

の
力

で
起

き
な

け
れ

ば
い

け
な

く

な
り

、
自

炊
を

す
る

な
ど

自
分

自
身

で
健

康
管

理
を

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

働
き

だ
す

と
今

ま
で

の
学

生
生

活
に

比

べ
て

休
み

も
減

り
、

疲
労

が
ど

ん
ど

ん
溜

ま
っ

て
い

く
と

思

う
。

疲
労

だ
け

で
な

く
ス

ト
レ

ス
も

溜
ま

っ
た

り
と

自
分

の
体

を
し

っ
か

り
と

理
解

し
て

毎
日

元
気

に
会

社
に

行
き

働
い

て

い
け

る
よ

う
に

「
自

己
管

理
能

力
」
を

し
っ

か
り

と
つ

け
て

い

く
事

が
1
番

大
切

だ
と

私
は

考
え

る
。

 

   

４
．

結
論

 
 

 
以

上
の

こ
と

か
ら

私
は

今
回

の
探

究
を

通
し

て
、

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
」
・
「
忍

耐
力

」
・
「
自

己
管

理
能

力
」
の

3

つ
の

力
が

働
く

為
に

必
要

な
こ

と
だ

と
強

く
感

じ
た

。
そ

し

て
、

地
域

協
働

探
究

で
の

職
場

体
験

学
習

で
は

、
た

だ
本

を
読

ん
だ

り
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
で

調
べ

る
だ

け
で

は
気

づ
く

こ

と
が

出
来

な
い

よ
う
な

こ
と

も
、

自
ら

体
験

す
る

こ
と

で
気

づ

く
こ

と
が

出
来

き
、

自
分

の
将

来
に

活
か

せ
て

い
く

こ
と

の

で
き

る
と

て
も

良
い

授
業

だ
と

感
じ

た
。

 

上
記

で
あ

げ
た

３
つ

の
能

力
以

外
に

も
ま

だ
ま

だ
必

要
な

能
力

は
あ

る
と

思
う
が

、
今

回
は

私
が

体
験

し
た

こ
と

か
ら

特
に

必
要

だ
と

感
じ

た
も

の
三

つ
を

ま
と

め
た

。
 

そ
し

て
、

今
の

私
は

「
忍

耐
力

」
と

「
自

己
管

理
能

力
」
の

二

つ
は

あ
る

程
度

持
っ

て
い

る
と

思
う
の

で
、

私
は

「
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン

力
」
を

身
に

つ
け

て
い

く
た

め
に

、
ま

ず
は

自

分
か

ら
挨

拶
を

し
て

い
く

と
い

う
こ

と
を

心
が

け
て

高
校

を

卒
業

す
る

ま
で

の
残

り
の

時
間

を
過

ご
し

て
い

行
き

た
い

。
 

働
く

と
い

う
こ

と
は

自
分

一
人

で
す

る
こ

と
は

出
来

ず
、

遅

刻
な

ど
自

分
勝

手
な

行
動

は
一

緒
に

働
く

同
僚

な
ど

に
迷

惑
を

か
け

る
だ

け
で

な
く

、
自

分
の

信
用

を
失

う
こ

と
に

つ

な
が

る
の

で
、

社
会

人
と

し
て

の
自

覚
を

十
分

に
持

ち
マ

ナ
ー

を
守

っ
て

働
い

て
い

く
こ

と
が

大
切

だ
と

思
う
。

 

自
分

の
全

て
の

行
動

が
働

い
て

い
く

な
か

で
、

多
く

の
人

に
影

響
を

与
え

る
と

い
う
こ

と
を

忘
れ

な
い

よ
う
に

し
た

い
。

 

   

 

  

「
働

く
為

に
必

要
な

こ
と

」
 

3
年

5
組

 
濱

田
 

蓮
都

 

 １
．

探
究

動
機

 
 

 
私

が
こ

の
探

究
テ

ー
マ

に
し

た
理

由
は

、
進

路
が

就
職

と
い

う
事

か
ら

ど
ん

な
力

が
働

く
為

に
必

要
な

の
か

気
に

な

り
調

べ
て

み
よ

う
と

思
っ

た
か

ら
だ

。
ま

た
、

三
年

生
で

の
選

択
授

業
で

、
「
地

域
協

働
探

究
」
と

い
う
授

業
を

選
ん

だ
こ

と
も

き
っ

か
け

に
な

っ
た

。
こ

の
授

業
は

、
主

に
就

職
を

目

指
す

人
が

選
択

し
、

地
域

の
企

業
や

事
業

所
に

就
業

体

験
に

い
く

事
が

で
き

る
。

自
分

で
働

く
と

い
う
事

を
体

験
す

る
こ

と
で

、
ど

ん
な

人
が

そ
の

企
業

で
は

求
め

ら
れ

て
い

る

の
か

、
ど

ん
な

仕
事

が
自

分
に

向
い

て
い

る
の

か
を

考
え

て
、

知
る

こ
と

が
出

来
る

こ
と

を
活

か
し

、
こ

の
「
働

く
為

に
必

要
な

こ
と

」
と

い
う
探

究
テ

ー
マ

に
し

た
。

 

 ２
．

探
究

手
法

 
 

 
探

究
手

法
は

主
に

「
地

域
協

働
探

究
」
の

授
業

を
通

し

て
行

う
活

動
だ

。
地

域
協

働
探

究
の

授
業

で
は

、
特

別
入

試
と

一
般

入
試

の
休

み
の

期
間

に
地

域
の

企
業

に
就

業

体
験

に
行

き
、

実
際

に
働

く
と

い
う
事

を
体

験
し

た
。

そ
の

他
に

も
金

曜
日

の
5
、

6
限

目
の

時
間

を
使

っ
て

就
業

体
験

に
い

っ
た

。
今

回
は

そ
こ

で
の

体
験

か
ら

、
自

分
で

体
験

し

て
感

じ
た

事
や

企
業

の
人

に
聞

い
た

話
し

な
ど

を
ま

と
め

て
い

く
よ

う
な

手
法

を
使

っ
て

探
究

を
行

っ
た

。
 

   

３
．

探
究

結
果

 

 
私

は
今

回
の

探
究

を
通

し
て

、
働

く
た

め
に

は
ま

ず
大

き

く
分

け
て

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
」
や

「
忍

耐
力

」
、

「
自

己

管
理

能
力

」
の

３
つ

が
必

要
に

な
る

と
考

え
た

。
 

 
ま

ず
、

「
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
」
に

つ
い

て
、

働
く

と
い

う

こ
と

は
基

本
的

に
一

人
で

し
て

い
く

事
は

出
来

な
い

。
一

人
で

作
業

を
す

る
工

程
別

の
仕

事
で

あ
っ

て
も

前
後

の
工

程
の

人
と

関
わ

っ
て

い
く

こ
と

が
あ

る
だ

ろ
う
。

ま
た

、
上

司

の
方

や
取

引
先

の
方

、
数

年
働

い
て

い
る

と
後

輩
が

出
来

る
し

、
必

ず
人

と
関

わ
る

機
会

が
あ

る
は

ず
だ

。
 

そ
の

時
に

挨
拶

が
し

っ
か

り
出

来
な

い
と

自
分

の
印

象
が

悪
く

な
っ

た
り

、
分

か
ら

な
い

こ
と

な
ど

を
し

っ
か

り
聞

く
こ

と

が
出

来
な

く
な

っ
た

り
し

、
う
ま

く
話

し
が

噛
み

合
わ

ず
仕

事

の
ミ
ス

に
つ

な
が

っ
て

い
っ

た
り

す
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

。
 

し
か

し
、

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

る
こ

と
が

あ
ま

り
得

意
で

な
い

人
も

多
く

い
る

だ
ろ

う
。

私
も

初
め

は
緊

張
し

て
、

職

場
体

験
の

際
に

企
業

の
方

と
話

し
を

す
る

事
が

な
か

な
か

出
来

な
か

っ
た

が
、

ま
ず

は
「
自

分
か

ら
挨

拶
を

す
る

」
と

い

う
事

を
し

っ
か

り
心

が
け

て
、

そ
こ

か
ら

始
め

て
い

き
た

い
と

考
え

た
。

 

 
次

に
「
忍

耐
力

」
に

つ
い

て
だ

。
就

職
す

る
と

き
に

全
て

の
人

が
自

分
が

心
の

底
か

ら
し

た
い

と
思

え
る

会
社

や
職

種
に

就
け

る
と

は
限

ら
な

い
。

中
に

は
志

望
先

に
落

ち
そ

の
次

に
選

ん
だ
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３ 運営指導委員会 会議録 

 

＜運営指導委員＞ 

氏名 所属・職 

石原 達也 岡山 NPO センター 代表理事 

岡山 一郎 山陽新聞社編集局 編集委員室長 

神崎 浩二 岡山県経済団体連絡協議会 事務局長 

草野 浩一 岡山県総合政策局 地方創生推進室長 

徳岡 卓也 ベネッセコーポレーション 学校カンパニー 西日本教育支援推進部 中四国支社長  

前田 芳男 東海大学経営学部観光ビジネス学科 教授 

 

 

【第１回運営指導委員会】 

（１）日時 

令和３年９月 28 日（火） 15：00～17：00 

（２）開催形式 

   Zoom によるビデオ会議 

（３）出席者 

・運営指導委員 

   岡山一郎、神崎浩二、徳岡卓也、中山尚美、前田芳男 

・和気閑谷高校（指定校） 

藤岡隆幸、久常宏栄、神田明夫、安東真美、赤畠真一、江森真矢子、梅村竜矢 

・岡山県教育庁高校教育課高校魅力化推進室（管理機関） 

室貴由輝、神田慶太 

（４）内容 

  ・運営指導委員による学校設定教科・科目「地域協働探究」の授業見学 

 ・事業説明（本事業における取組の状況）、質疑応答・指導助言 

（５）質疑応答・指導助言（○運営指導委員、●和気閑谷高校） 

○ 自然保護センターに中高生を呼ぶ計画があったが、具体的に進んでいるか。 

● コロナ禍でなかなか進んでいない。 

○ 備前焼の作家との連携はどうか。今後も継続して行うのか。 

● 現在色付けを行い、備前市のカフェにおいてもらうように話を進めており、継続して行う。 

○ 課題として取り上げるべきは JR の減便問題。現在昼間は 30 分に１本から１時間に１本と

なっているはず。そこで、乗客を増やす手立てを、高校生たちが地域課題として真剣に考え

ないといけない話であるし、高校にとっても大きな問題である。町にとっても移住者を増や

すためには便利さが重要だ。30分が１時間となると地方創生にとっても非常に厳しい。JRは

さらに減らすことも考えているだろう。減らされないためにも高校生が本気で考えて取り組

んでほしい。 

○ 地域協働探究を始めたときは、オンラインという形は想定していなかっただろう。コロナ

禍で事業所での就業体験ができない中でも、オンラインで事業所と交流したり校内での就業

体験を行ったりと、よく工夫されている。これからは中学生や高校生にいかに学校の魅力を
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伝えるかという点で情報発信が重要になってくる。今年度でこの事業は終わるが、今後この

取組を継続・発展させるためには、まず問題になるのはお金だろう。地域とつながることに

おいて、学校における規制や前例などがあるだろうが、お金のつながりも大事。後援会組織

やファンクラブのような連携組織を作っていく必要があると思う。少子化の時代で子どもは

地域の宝であり、以前に比べても地域の理解は得られやすい。教員の仕事を増やすかもしれ

ないが、それに対するリターンも十分にあるはず。地域とのつながりをより強くすることに

関して、地域の理解を得てお金を集めることも必要ではないか。 

○ 昨年度から今年度にかけて取組を変えているところもあるとのことだが、効果的に高まっ

ている部分はどこか。また、これらの取組における生徒の変容をどのように教員は受け止め

ているか。他の学びにどのような効果をもたらせているか。 

● 活動の高まりについて、閑谷學の活動の区切りを年度末から年度途中に変更し長期的に探

究できる形にしたことで、生徒が地に足をつけてじっくり探究できるようになり、ある一定

の成果はあった。以前は年度で途切れてしまうことがあったが、区切りを変えることで生徒

につながりを意識させることができるとともに、先輩から引き継ぐことで生徒のやる気にも

つながっているように感じる。また、今年度からスタートした地域協働探究について、当初、

事業所の協力や活動で出ていく生徒の学びに不安があったが、実際やってみると生徒は生き

生きと活動している。さらには、働くことを考える機会ができ、就職活動にも活かされてい

る。来年度は就職希望によらない職場体験の在り方も考えていく。 

○ 仕事場で働いている大人に人生観や職業観を聞いて、それについて高校生が話をしており

意義深い。一方で取り組む生徒の能力や意欲、意気込みにも個人差がある。事前の学習での

動機づけが大事だが、どのような準備をさせたうえで外に出しているのか。 

● 動機づけに関しては、半年たった今でも正直困っている。どちらかといえば受け身の生徒

が９割ほど。当初は相手に失礼のないように、授業の意味や地域に出ていくことのありがた

さなどを伝えていたが、なかなか生徒に伝わらない。だからこそ、相手には失礼なところや

お叱りをうけることもあるが、今はとにかく外に出すようにして、出した中で生徒自身に感

じてもらうようにしている。 

○ これまでの活動の中で、地域の方の反応の変化は感じるか。 

● 事業者の方からは、高校生の姿が知られてよかったという感想をもらっている。高校生以

上に、つながることに対して喜びを感じていたようだ。 

○ 体験を経験に変えることが大事。現場に行けば、ものごとの感じ方など、何かしら変化が

あるものだ。ただし、高校生は変わったことに気づかないこともあり、そうなると経験にな

らない。経験として消化するためには、「振り返り・発表・対話」が大事で、今回は対話がで

きていた。その際、教師による質問や問いかけの回数が多ければ多いほど、生徒は変わった

ことに気づく。閑谷學や地域協働探究などを上達させるには、教師による問いかけが大事。

また、今回の授業のような生徒同士による質問が当たり前にできるようになれば、地域学に

おける生徒の文化が醸成されていく。それに対して、ルーブリックや成長のイメージの観点

が、「問いが立てられる」、「メモを持たずに発表することができる」といった教科教育の中の

内容になっている。体験を経験にすることは大事だが、ルーブリックには表れておらず生徒

の成長が反映されていない。生徒の変容を見るだけで企業もうれしいし、この活動を続けて

いくだけでも、この学習の効果が地域全体としてわかってくるはず。あと１～２年継続する

と、地域にも学校にも目に見える効果が出てくるだろう。 
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【協議テーマ】「地域協働探究」が持続可能な内容となるための 

① 学校外（事業所等）とつながる仕組みづくり 

② 受入先（事業所等）が有益と感じてもらえるための、授業構成などの工夫 

〔①における運営指導委員からの意見〕 

・後援組織を有料で作るのがよい。お金でつながっていれば、一定のつながりができる。イン

ターンシップの実施や、経済同友会が発行している「SDGs マップ」を利用して地域の企業の

取材や募集について生徒に深く関与してもらい年々更新できれば、コンテンツでつながるこ

とができる。 

・地域が全体で取り組むべき課題に加わるのが大事。その際、商工会や各種団体と一緒に何か

をやるのがよい。また、地域の課題解決において、新見高校における市議会への陳情の取組

のように、地域の社会システムや政策決定まで踏み込んでいけば、つながりが深まるだろう。 

・WIN－WIN の関係を事業所と築くために、ICT を活用し、高校とつながるメリットを公表し公

募することで、事業所側からも関わっていきたいという環境づくりを進めること。 

・コロナ禍でオンライン活用が進んでいることから、地域を拡大して、和気町だけでなく生徒

が通っている赤磐市や備前市の事業所とオンラインでつながるとよい。高校が立地していな

い自治体からすると、高校生にいかに就職してもらえるかが課題である。行政を間に挟んで

企業を紹介してもらうことで、高校が立地していない地域の行政課題の解決につながったり、

市民とのつながりができるきっかけとなったりする。 

・安定的に行ける職場として、保育園や老人ホームのような人手不足などの理由で困っている

ところは、学校と事業所の両者にとって有益である。他に、農業において農繁期に手伝うな

ども考えられる。また、閑谷学校のガイドが一番良い。恕の精神は和気閑谷高校にしかでき

ない。高校生がガイドしている国宝ということだけで観光資源になる。 

〔②における運営指導委員からの意見〕 

・地元に学校があることに加え、人材の供給が大事。いかに卒業生が地元に就職しているかを、

パンフレットや HPにて PR していくか。また、和気閑谷高校を応援している企業を学校 HPに

載せるなど、学校が企業とのつながりを発信することも考えられる。それとは別に、和気閑

谷高校の卒業生は就職先で長く就業するということも PR となり、企業とのよいつながりとな

る。 

・一例として、商品開発を深めていくこと。県内の高校生の事例として新聞記事に取り上げら

れることが多い。どこまで企業が有益に思っているかは別として、事例の多さから言っても

企業とコラボすることは比較的やりやすいと思われる。現在行っている備前焼の取組も継続

してやることが大事。 

・地域にどのような人材を輩出できるかにおいて、和気閑谷高校の学びが、生徒卒業後、地域

にどのように還元できるのかをアピールできるかが大事。このような観点で、地域・社会に

わかるような取組を推進するのがよい。 

・事業所としても長年同じようなことをすると疲労感がでる。そこで、生徒からの提案や、生

徒と若手従業員との対話などを行うことで、従業員なども活気が出て会社の活性化につなが

るだろう。それを、会社だけでなく地域の広報誌など外に発信することで、多くの人に状況

を知ってもらう。取り上げるべき内容としては、JR 減便問題など大人の中でも大きな課題が

よい。高校生だけど大人目線で解決策を考えて発信することが大切である。 

・生徒が与えられた仕事を行う中で、改善提案を行ったり、いろいろ感じたことを指摘したり

すること。若い人が感じたことは、事業所にとっても業務改善につながるだろう。 
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〔その他、運営指導委員からの意見〕 

・①、②のベースとして、職場に出す学校側が人生観・職業観をしっかりもつことが大事であ

る。「仕事＝職業名」ではないはず。将来、今ある仕事の半分が AI にとって代わると言われ

ている今、学校現場で、どんな仕事に就きたいかに対して職業名を言わせているのではだめ。

オードリー・タンが、将来の仕事は何かと聞かれた際、「それはスラッシュである」と答えた

ように、今後は、一つの仕事だけでなく、いろいろな仕事をするようになるだろう。そうい

う世界に生徒を送り出すという考え方を教師が持ち、ゆるぎないものをもって「だからこの

授業が大事だ」と言えない限り、生徒が不安に感じるだろう。このことに加え、この活動を、

地域の方に何度も見てもらい、生徒が変わるところを感じてもらうことが必要である。 

 

【第２回運営指導委員会】 

（１）日時 

令和４年２月１日（火） 13：15～17：00 

（２）開催形式 

   Zoom によるビデオ会議 

（３）出席者 

・運営指導委員 

   石原達也、岡山一郎、神崎浩二、徳岡卓也、中山尚美、前田芳男 

・和気閑谷高校（指定校） 

藤岡隆幸、久常宏栄、神田明夫、福田浩司、荒金恭子、安東真美、柴谷祐人、赤畠真一、 

岡本安宜、江森真矢子、松穂亜花音 

・岡山県教育庁高校教育課高校魅力化推進室（管理機関） 

室貴由輝、神田慶太 

（４）内容 

   〔第１部〕本事業に係る学習成果発表会（オンライン配信） 

〔第２部〕事業説明（本事業における取組の状況）、質疑応答・指導助言 

（５）運営指導委員からの感想・指導助言 

  ・地域側からの期待として、探究学習を行う中で、地域の課題を解決する議会陳情のような

政策提言ができるようになればよい。 

・持続可能に関して、クラウドファンディングの活用や、OB 等からの定期的な資金提供の仕

組みを確立するのがよい。 

  ・生徒には、地域を知り地域と一緒になって取り組み、学校には、地域や企業が必要とする

人材を地域と一緒になって育ててほしい。お互いのメリットが出る形で、地域や企業との

関係構築を目指してほしい。 

  ・事業を通して学校として何ができるようになったのか、自治体や企業の相互作用によりど

のような効果が生まれるのか、自治体や企業からどのように資金や資源を調達できるよう

になるのかを整理して明らかにすることが持続可能につながるポイントである。 

  ・地方創生に必要な若者の環流を進めるための基本は、小・中・高における教育にあり、そ

の中で地域学は有効に働く。地域学を高校生が学ぶことを、地域も望んでいる。地域学を

当たり前に行う雰囲気作りを高校と自治体が一緒に行うのが大事である。 

・「学びて思わざれば則ち罔し。思ひて学ばざれば則ち殆し」という論語を胸に、地域の方と

の対話ができ、現場に出る教育活動を堂々としてほしい。 
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